
f
w£
局
、
。
ル

第
四
十
四
巻

第
四
競

昭
和
六
十
一
年
三
月
設
行

ア
ン
デ
ィ
ジ
ヤ

ン
蜂
起
と
イ
シ
ャ

l
ン

松

久

男

は

じ

め

に

一
地
域
社
曾
の
統
率
者

ニ
キ
ル
ギ
ス
と
イ
シ
ャ
1
ン

三

蜂

起

前

夜

お

わ

り

に

- 1ー

tま

じ

め

一
八
九
八
年
五
月
一
八
日
未
明
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
第
二

O
常
備
大
隊
所
属
の
二
箇
中
隊
が
駐
屯
す
る
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン

イ
シ
ャ

l
ン
(
ス
l
フ
イ
ズ

ム
の
導
師
)
l
マ
ダ
リ
l

冨
包
跡
目
開
郎
自
〈

r
Eロ
冨
己
『
曲
目
白
色

a

〉
訂
の
指
揮
す
る
お
よ
そ

〉
ロ
門
左
白
ロ

の
ロ
シ

ア
軍
兵
替
に
射
し
、

二
千
名
の
ム
ス
リ
ム
が
夜
襲
を
敢
行
し
た
。

そ
れ
は
、
東
部
フ

ェ
ル
ガ
ナ

E
H勧
告
陣
地
方
に
お
け
る
一

斉
蜂
起
の
先
駆
を
な
す
は
ず
で
あ
っ

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
と
名
附
け
ら
れ
た
こ
の
反
観
は
、

植
民
地
ト
ル
キ
ス
タ
ン

ベ同勺

5
2
E
の
諸
矛

589 

た
。
攻
撃
は
失
敗
に
終
っ
た
が
、
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盾
を
露
呈
さ
せ
た
事
件
と
し
て
、
多
く
の
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
者
が
言
及
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
に
関
し
で
も
っ
と

(

1

)

 

も
豊
富
な
碗
究
蓄
積
を
も
つ
の
は
ソ
連
邦
で
あ
る
。
ソ
連
邦
に
お
レ
て
、
こ
の
蜂
起
の
評
債
は
、
か
つ
て
「
進
歩
的
な
民
衆
運
動
」
と

「
反
動

的
な
民
族
主
義
的
運
動
」
と
の
聞
を
揺
れ
動
い
た
が
、

(

2

)

 

着
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
蜂
起
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ム
の
役
割
は
、
蜂
起
の
評
債
の
蟹
化
に
関
わ
り
な
く
、

定
式
的
な
言
及
を

一
九
六

0
年
代
以
降
の
研
究
は
、

「
進
歩
的
な
民
衆
運
動
」
と
し
て
の
評
債
を
ほ
ぼ
定

除
く
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ

ン
蜂
起
に
つ
い
て
最
新
の
研
究
を
著
し
た
カ
シ
ム
ベ

コ

フ
}〈
-
A
v
・
}〈白内巴玄
α
2
8∞
に
よ
れ
ば
、

イ
ス
ラ
ム
の
閲
興
は
「

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
に
劃
す
る
ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
全
鐙
的
な
後
準
性
」
の
反

(
3
)
 

イ
ス
ラ
ム
は
民
衆
運
動
の
「
外
被
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
代
の
中
央
ア
ジ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
同
じ
ソ
連

映
で
あ
り
、

邦
の
民
族
誌
皐
者
た
ち
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
、
と
り
わ
け
中
央
ア
ジ
ア
祉
曾
に
定
着
し
た
濁
自
の

ス
l
フ
イ
ズ
ム
||
イ
シ
ャ
ム
ズ

(

4

)

 

ム
ー
ー
の
「
遺
制
」
の
根
強
さ
を
貫
誼
し
つ
つ
あ
り
、
彼
ら
の
研
究
成
果
は
、
近
代
史
研
究
者
た
ち
の
定
式
的
な
イ
ス
ラ
ム
理
解
に
再
検
討
を

迫
る
も
の
と
も
い
え
る
。

本
稿
の
目
的
は
、

イ
シ
ャ
l
ン
l

マ
ダ
リ
l
の
活
動
に
焦
貼
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
蜂
起
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム

- 2 ー

の
役
割
を
具
佳
的
に
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
イ
シ
ヤ
ニ
ズ
ム
、
と
く
に
そ
の
祉
曾
的
な
機
能
の
理
解
に
い
く
つ
か
の
手
が
か
り
を
提
示
す
る
こ
と

に
あ
る
。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
に
閲
す
る
史
料
は
必
ず
し
も
豊
富
で
は
な
い
。
筆
者
が
利
用
し
え
た
史
料
の
う
ち
、
主
要
な
史
料
は
次
の
二
黙
で
あ

(

5

)

(

6

)

 

る
。
ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
吋
〉
g
z
r
o
m
-
-
『
ド
ゥ
ク
チ
l

イ
シ
ャ

l
ン
の
反
飽
』
。
こ
れ
は
ア

ン
デ
ィ

ジ
ャ
ン
の
カ
l
デ
ィ
l

(
裁
判
官
)
の
息
子

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
が
、
こ
の
蜂
起
を
回
想
録
の
形
式
で
紋
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
式
上
の
問
題
貼
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
に
牧
め
ら
れ
て

(

7

)

 

い
る
同
時
代
人
の
記
録
や
謹
言
は
貴
重
で
あ
る
。
も
う

一
粘'は、

ロ
シ
ア
革
命
後
に
公
刊
さ
れ
た

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
に
閲
す
る
陸
軍
参

謀
本
部
所
蔵
文
書
で
あ
り
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
現
地
雷
局
か
ら
控
軍
大
臣
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
〉
・
ェ
・
}
〈
否
。

E4-sz
に
迭
ら
れ
た
詳
細
な
調
査
報

(
8
)
 

ロ
シ
ア
首
局
の
内
部
資
料
を
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
筆
者
は
ソ
連
邦
の
民
族
誌
開
学
者
た
ち
の
研
究
成
果
か
ら
も
多
く
の

告
な
ど

教
示
を
得
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。



地
域
社
舎
の
統
率
者

イ
シ
ャ

l
ン
l

マ
ダ
リ
l
の
前
半
生
に
は
不
明
な
黙
が
多
く
、

彼
の
出
生
地
お
よ
び
年
齢
も
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
蜂

起
嘗
時
彼
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
一
帯
に
確
固
た
る
地
位
と
名
聾
と
を
築
き
上
げ
て
い
た
。
は
じ
め
に
、
彼
の
地
位
と
名
聾
と
の
確
立
過
程
を
た

ど
っ
て
み
よ
う
。

マ
ダ
リ
ー
は
本
名
を
冨
ロ

Z
B目
立
〉
ロ

ω岳
町
と
い
い
、

本
人
の
供
述
に
よ
れ
ば
一
八
五
三
年
ご
ろ、

ロ
シ
ア
統
治
下
の
行
政
匡
分
に

(
9〉

彼
の
父
は
カ
シ
ュ
ガ

ル
地
方
か
ら
の
移
民
と
い
わ
れ
、
農

マ
ル
ギ
ラ
ン
宮
町
色
白
ロ
鯨
ミ
ン
テ
ベ
冨

5
m
g
Z
郡
に
生
ま
れ
た
。

(

叩

山

)

業
の
か
た
わ
ら
紡
錘
造
り
〈
1
5
F〈内
r
r
m
C
に
従
事
し
て
い
た
が
、

従
え
ば
、

同
時
に
熱
心
な
ス

I
フ
イ
ズ
ム
の
修
業
者
で
も
あ
り
、
地
方
の
イ
シ
ャ

1
ン
に
奉
仕
し
て
ハ
リ
I
フ
ア

(
r
Zロ
F
高
弟
・
代
行
者
)
の
資
格
を
興
え
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て
、
父
は
さ
さ
や
か
な
一
商
買
の
た
め
に
息
子

ン
の
も
と
に
寄
留
し
、

ス
1
フ
イ
ズ
ム
の
修
業
を
積
ん
だ
。
中
で
も
、
父
の
死
後
、

一
八
の
と
き
か
ら
二
年
間
指
導
を
仰
い
だ
サ
マ
ル
カ
ン
ド

(

口

)

ス
l
フ
イ
ズ
ム
の
修
業
の
終
了
を
認
定
す
る
数
導
書

(
5
E
5を
授
輿
さ
れ

- 3ー

を
連
れ
て
遍
歴
の
放
に
出
た
。

こ
の
問
、
息
子
は
行
く
先
々
|

|
∞
長
冨
品
・
盟
各
円

F
E
Z
-
E
B
R
a
g仏
な
ど
|

|
で
著
名
な
イ
シ
ャ

l

の
イ
シ
ャ

I
ン
冨
ロ

-
v
d師
自
由
ロ
〉
V
C
ロ円四

ωロ
仏
日
か
ら
は
、

fこ

蜂
起
の
前
年
、

マ
ダ
リ

1
は
ロ
シ
ア
の
軍
政
官
に
二
六
年
に
わ
た
る
イ
シ
ャ

l
ン
と
し
て
の
活
動
歴
を
語
っ
て
い
る
が
〈
匂
〈

H
N
C、
そ

の
根
擦
は
こ
の
数
導
書
の
受
領
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
二

O
才
で
故
郷
に
掃
還
し
た
マ
ダ
リ
l
は、

嘗
時
東
部
フ
ェ
ル
ガ

ナ
地
方
に
お
い
て
絶
大
な
名
聾
を
有
し
て
い
た
ナ
グ
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
数
圏

z
z
m
r
gロ
《
ご
立
の
イ
シ
ャ
l
ン
、

ス
ル
タ

ン
ハ
ン
・
テ

ユ

リ
ャ

ω己
S
ロ
ザ
同
ロ
吋
O
H
障
の
ム
リ
l
ド

(
5日
正
弟
子
)
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
修
業
に
駒
ん
だ
。

献
身
的
な
奉
仕
に
よ

っ
て
導
師
の
信
任
を
得
た
マ
ダ
リ
ー
は
、

や
が
て
ス
ル
タ
ン
ハ
ン
・
テ
ュ
リ
ャ
の
ハ
リ

I
フ
ァ
に
任
ぜ
ら
れ
、

一
八
八
二
年
こ
ろ
彼
が
死
去
す

マ
ダ
リ

l
の
濁
立
し
た
イ
シ
ャ

1
ン
と
し
て
の
活
動
は
こ
の
と
き
に
始
ま
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

591 

る
と
、

(

辺

)

ろ
う
。

マ
ダ
リ
ー
は
そ
の
跡
を
襲
っ
た
。

し
か
し
、

彼
が
ム
リ
ー
ド
か
ら
ハ
リ

1
フ
ァ
、

ハ
リ
l
フ
ァ
か
ら
イ
シ
ャ

1
ン
へ
と
イ
シ
ャ
ニ

ズ
ム
の
階
梯
を
登
る
聞
に
、

フ
ェ
ル
ガ
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ナ
祉
舎
は
著
し
い
饗
容
を
遂
げ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
と
相
次
ぐ
内
観
と
に
よ
っ
て
弱
睦
化
し
た
コ

I
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園

tま

一
八
七
六
年
つ
い
に
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
、
以
後
そ
の
領
域
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督

(
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
在
〉
の
軍
政
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
八

0
年
代
の
中
頃
、

マ
ダ
リ
l
は
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
へ
の
巡
躍
を
行
な
っ
た
。

嘗
時
、

中
央
ア
ジ
ア
の
ス
ン
ナ
涯
ム
ス
リ
ム
が
利

用
し
た
巡
躍
ル
l
ト
に
は
二
つ
の
ル
l
ト
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、

プ
ハ
ラ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
抜
け
、
ベ
シ
ャ
ワ

ー
ル
か
ら
ボ
ン
ベ

イ
に

出
て
海
路
ジ
ェ
ッ
ダ
に
向
う
ル

l
ト
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

ブ

ハ
ラ
か
ら
西
行
し
て
カ
ス
ピ
海
・
カ
フ
カ
ス
経
由
で
黒
海
北
岸
の
カ

ッ
フ

ア

に
出
、
イ
ス
タ

ン
プ
ル
経
由
の
海
路
で
ス
エ
ズ
に
向
う
ル

l
ト
で
あ
っ
た
。
と
く
に
第
一
の
ル

l
ト
は
、
途
中
の
マ
ザ
リ
シ
ャ
リ
フ
冨
詩
仙

Z

岳
民
同
町
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
四
代
カ
リ
フ
l

ア
リ
l

(
在
位
六
五
六
|
六
六
一
)
の
聖
廟
が
あ
り
、

ま
た
ロ
シ
ア
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る
こ

(

日

)

と
な
く
容
易
に
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
四
千
J
七
千
の
巡
躍
者
が
こ
れ
を
利
用
し
た
と
い
う
。

一
方
、

マ
ダ
リ
l
の
供
述

- 4 ー

に
よ
れ
ば
、
彼
は
ロ
シ
ア
一
一
帝
圏
内
で
は
セ
ヴ
ア
ス
ト
l
ポ
リ
・
オ
デ
ッ
サ
・
カ
ッ
フ
ァ
・
ア
シ
ュ
ハ
パ
l
ド
・
ウ
ズ
ン
ア
タ

C
Eロ
曲
芯
・
タ

シ
ュ
ケ
ン
ト
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
、

か
つ
メ
デ
ィ
ナ
に
二
年
滞
在
し
た
後
、

イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
l
ル
で

一
年
ほ
ど
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
導
師
に

仕
え
、
そ
こ
か
ら
故
郷
に
戻
っ
て
い
る

(U
〈

υ
N
C。

マ
ダ
リ
l
は
巡
種
の
往
路
に
は
先
の
第
二
ル
l
ト
を
使
い
、
復
路
は
第
一
ル

ー
ト
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
知
見
は
、
中
央
ア
ジ
ア
以
外
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
も
贋
く
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

一
般
に
巡
躍
の
貧
行
は
イ
シ
ャ

l
ン
の
名
撃
の
鎖
大
に
寄
興
す
る
こ
と
が
多
く
、

つ
ま
り
、

「
聖
物
」

イ
シ
ャ

l
ン
の
布
教
活
動
に
お
い
て
は

(

M

)

 

が
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
た
。

「
預
言
者
の
費
」

(
冨
ロ
ヱ

g
c
z
z
r
)や
「
聖
地
の
土
」
(
穴

Er--
与
え
仙
)
な
ど
の

マ
ダ
リ
l
の
場
合
は
、
T貢

者
の
墓
で
紳
の
啓
一ホ
を
受
け
た
と
い
う
俸
承
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

今
後
十
年
間
イ
シ
ャ

l
ン
と
し
て
ム
ス
リ
ム
の
指
導
と
貧
者
の
救
済
と
に
あ

た
り
、

し
か
る
後
異
数
徒
に
劃
す
る
聖
戦
を
行
な
え
、
と
い
う
啓
示
で
あ
っ
た
(
穴
〉
H

H

芯
)
。
こ
れ
は
、

巡
躍
か
ら
開
還
し
た
後
、

寅
際
に
養

生
所
を
開
設
し
た
マ
ダ
リ
l
の
聖
者
停
設
の
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

巡
躍
の
後
、

マ
ダ
リ
l
の
名
撃
は
徐
々
に
高
ま

っ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
は
彼
の
献
身
的
な
奉
仕

・
慈
善
活
動
に
あ

っ
た
。
ま
ず
、



彼
は
ミ
ン
テ
ベ
の
北
十
数
キ
ロ
ほ
ど
の
所
を
通
過
す
る
街
道
で
巡
躍
者
や
陵
商
に
水
と
休
息
の
場
と
を
提
供
す
る
奉
仕
活
動
に
従
事
し
た
。
そ

れ
は
彼
が
ま
だ
ス
ル
タ
ン
ハ
ン
・
テ
ュ
リ
ャ
の
無
名
の
ム
リ
l
ド
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
と
も
俸
え
ら
れ
る
が
、

マ
ダ
リ
l
は

百
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
深
い
渓
谷
か
ら
水
を
運
び
上
げ
、
自
ら
丹
精
し
た
樹
木
の
陰
で
人
々
を
接
待
し
た
と
い
う
(
ロ
〈
み
|
プ
穴
〉

H
E
3
0

Tここ
つの
て奉
い(仕
t，こ15ヵ:
こ)重

と要
にな
よ意
る味
もを
のも
で、つ

あた
ろの
うは

お
そ
ら
く
こ
の
街
道
が
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の
主
要
な
マ
ザ
l
ル
ヨ
印
刷
町
(
聖
地
〉

巡
躍
路
に
あ

街
道
は
交
通
の
要
衝
ア
ッ
サ
ケ
〉
匙
}
円
か
ら
ア
ラ
ワ
ン
〉
品

4
3
・
ォ
シ
ュ

O
w
方
面
に
逼
じ

て
い
た
が
、
た
と
え
ば
ア
ラ
ワ
ン
に
は
ア
リ
l
の
俸
説
的
な
聖
蹟
公
包
曲
目
』
と
、
そ
し
て
オ
シ
ュ
に
は
名
高
い
タ
フ

テ
ィ
ス
レ
イ

マ
ン

吋凶
σ・

(

M

m

)

 

門
広
三
位
司
自
白
ロ
(
ソ
ロ
モ
ン
の
玉
座
)
の
二
大
マ
ザ
l
ル
が
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
東
部
の
山
麓
地
帯
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム

が
敬
慕
す
る
ア
リ
I
の
侍
読
と
結
び
つ
い
た
著
名
な
マ
ザ
I
ル
が
集
中
し
て
い
た

(
U
E
E
E
宮
山
-
F
E白
骨
骨
固
な
ど
)。

そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
洞

穴
・
山
岳
・
湧
泉
な
ど
に
劃
す
る
土
俗
的
な
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
聖
地
で
あ
り
、
そ
の
参
奔
は
病
気
直
し
そ
の
他
の
現
世
利
盆
的
な
祈
願
を
目

シ
ル
川
下
流
域
か
ら
も
参
奔
者
が
訪
れ
た

こ
れ
ら
の
マ
ザ
l
ル
に
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
や
サ
マ
ル
カ

ン
ド
方
面
、

- 5一

的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

が
、
と
く
に
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
は
一
生
の
中
に
少
な
く
と
も
七
回
は
参
拝
す
べ
き
と
さ
れ
た
重
要
な
霊
場
で

(門む

あ
り
、
春
に
は
あ
た
か
も
水
が
流
れ
る
か
の
如
く
多
数
の
参
奔
者
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巡
瞳
1
参
拝
路
に
お
け
る
奉
仕

者
マ
ダ
リ
l
の
名
は
、
参
拝
者
の
口
を
介
し
て
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
一
帯
に
流
布
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
聞
の
情
況
に
つ
い
て
ア
タ
ベ
ク
オ

グ
リ
は
次
の
よ
う
に
描
寓
し
て
い
る
。

[
ア
ラ
ワ
ン
1

ア
ッ
サ
ケ
街
道
]
通
行
者
に
水
を
供
し
た
こ
と
か
ら
、

民
衆
の
聞
に
お
け
る
マ
ダ
リ
l
の
名
聾
は
急
速
に

高
ま
り
、
彼

に
開
依
す
る
者
や
彼
の
徳
性
に
つ
い
て
語
る
敬
度
な
人
々
が
増
え
て
い
っ
た
。

と
り
わ
け
ク
カ
ル
ト
関
ow凶弘、

ケ
ト
メ
ン
テ
ベ

阿
ハ
巾
同
a

B
S
R
E
の
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民

2
E
Z〉
の
聞
に
お
け
る
マ
ダ
リ
l
の
名
聾
は
著
し
く
、
富
裕
な
パ
イ
(族
長
〉

や
地
方
の
有
力
者
が
イ

シ
ャ

l
ン
を
訪
問
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
を
信
奉
す
る
人
々
は
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
l

・
イ
シ
ャ

l
ン
は
遁
嘗
な
キ
シ
ユ

593 

ラ
ク
(
村
)
に
居
を
定
め
る
こ
と
が
相
麿
し
い
と
考
え
、

資
金
を
出
し
合
っ
て
彼
の
生
地
で
あ
る
ミ
ン
テ
ベ

キ
シ
ュ
ラ
ク
に
家
を
建
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て
、
こ
れ
を
彼
に
謄
興
し
た
。

イ
シ
ャ
l
ン
が
こ
こ
に
移
る
と
各
地
か
ら
進
物
(
ロ白
N
H
)

、
腫
物
(
口
一
司
自
)

献
納
品
(
伊
豆

aCが
寄

せ
ら
れ
始
め
た
。

し
か
し
、

イ
シ
ャ

l
ン
は
何
を
得
ょ
う
と
、
こ
れ
を
寡
婦
や
賞
者

(
冨
ヨ
冨
包
]
¥
宮
内
白
円
以
)
の
た
め
に
費
し
た
の
で
、

そ
の
名
聾
は
い
や
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

[
中
略
]
イ
シ
ャ

l
ン
自
身
が
禁
欲
的
(
監
円
話
注

5
C
で
貧
者
思
い
で
あ
っ
た
た
め
に
、

彼
の
住
居
l

ハ
l
ン
カ

1
2
3
2同
「
ス

l
フ
イ
ズ
ム

の
修
道
場
〉
に
は
つ
ね
に
多
く
の
賞
者
が
集
ま
っ
て
い
た

(
U
〈一

3
。

こ
こ
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

マ
ダ
l
リ
l
の
も
う
一
つ
の
奉
仕

・
慈
善
活
動
は

「
貧
者
」
に
劃
す
る
食
事
の
提
供
で
あ
り
、
ミ

潤
津
な
進
物
を
活
用
し
て
肉
入
り
の
姿
粥
〈

τ-5)
が
寄
る
溢
な
き
「
貧
者」

養
生
所
に
集
ま
る
者
の
数
は
通
常
数
百
人
、

多
レ
と
き
に
は
千
人
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
宗
〉
・

(
日
)

E
印
)
、
食
堂
に
は
一
四
の
大
釜
(
官
自
る
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。

ン
テ
ベ
に
建
設
さ
れ
た
養
生
所
l

食
堂
(
印
刷
官
ロ
と
で
は
、

毎
日
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
た
。

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
は

イ
シ
ャ

l
ン
の
養
生
所
の

「
貧
者
」
に
つ
い
て
詳
し

く
述
べ
て
は
い
な
い
が
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
軍
管
匡
検
事
長
ド
リ
ン
ス
キ
l

同

S
5
2
z
s
少
将
の
蜂
起
参
加
者
に
閲
す
る
報
告
は
、
こ
の
黙
に

つ
い
て
若
干
の
手
が
か
り
を
興
え
て
く
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
蜂
起
の
主
要
な
参
加
者
は

付
「
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
多
民
族
的
な
住
民
の
中
に

-6-

あ
っ
て
常
に
も
っ
と
も
不
穏
」
な
牢
定
住
の
キ
ル
ギ
ス
、

ケ
郡
な
ど
の
ウ
ズ
ベ
ク
農
民
、
国
農
村
の
日
傭
〈
ヨ
管
e
E『)、

(
r
z
S
E
E
N
)
、
浮
浪
者
な
ど
の
「
無
頼
の
徒
」
で
あ
っ
た
(
聞
の
P
H
H
S
V

∞
マ
ダ
リ
l
の
恒
常
的
か
っ
直
接
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
ミ
ン
テ
ベ
、

ア
ッ
サ

行
商
人
、

乞
食
、

奇
行
者

2
2
2S
、
大
航
常
習
者

(
E
E
E
3

博
徒

」
の
う
ち
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は

ほ
と
ん
ど
移
動
、

漂
泊
の
民
で

あ
り

か
な
り
裕
福
な
キ
シ
ュ
ラ
ク
と
言
わ
れ
た
ミ
ン
テ
ベ
(
ロ
〈
日
印
)
お
よ
び
そ
の
周
遁
の
本
来
的
な
住
民
で
は
あ
る
ま
い
。
蜂
起
嘗
時
ミ

ン
テ
ベ
周
漫
に
寄
留
し
て
い
た
他
所
者
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
の
蜂
起
参
加
の
背
景
に
は
、
養
生
所
を
媒
介
と
し
た
イ
シ
ャ
l
ン
と
の
開
係
を

(

m

)

 

想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
奉
仕
・
慈
善
活
動
と
並
ん
で
マ
ダ
リ
l
の
世
評
を
高
め
た
も
の
に
病
気
直
し
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
じ
ド
リ

ン
ス
キ
l
少

持
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

他
の
多
く
の
イ
シ
ャ

l
ン
と
同
様
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
I
は
病
気
直
し
に
も
従
事
し
、
彼
の
家
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病
人
が
集
ま
っ



た。

治
療
の
方
法
は
、

聖
書
に
あ
る
よ
う
な
軍
純
、

素
朴
な
も
の
で
あ
り
、

イ
シ
ャ
l
ン
は
一
摘
み
の
盟
や
一
一
塊
ま
り
の
土
を
用
い
、

(
中
略
)
土
を
飲
み
物
と
と
も
に
飲
む
よ
う
に
命
じ
た
り
、

「
紳
は
偉
大
な
り
」
と
唱
え
な
が
ら
費
を
な
で
、
そ
う
し
て
患
者
を
放
兎
す
る
の
で
あ
っ
た
。
賓
し
い
原
住
民
は
科
率
的
な
嘗
療
を
受
け

(
中
略
〉
病
気
の
治
療
に
は
土
着
の
ま
じ
な
い
師
の
霊
力
、

土
を
患
部
に
塗
る
か
、

あ
る
い
は
自
己
の
聖
な
る
手
で
叩
い
た
り
し
た
後
、

る
機
曾
が
な
く
、

イ
シ
ャ
l
ン
の
神
聖
さ
や
奇
蹟
の
力
に
期
待
を
か
け
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
患
者
自
身
の
深
い
思
い
込
み
と
イ
シ
ャ
l
ン
が
患
者
に
輿
え
る
心
理
的
な
数
果
と
の
た
め
に
治
癒
の
例

も
少
な
く
な
く
、
醤
師
と
し
て
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
!
の
名
聾
は
一
層
高
ま
っ
た
。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
兵
営
襲
撃
の
夜
も
、
彼
の
家

に
は
多
数
の
病
人
が
見
出
さ
れ
た
(
択
〉
H

H

芯

ロ

ω)

と

一
八
九

0
年
代
に
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
は
大
規
模
な
コ
レ
ラ
の
流
行
|
|
一
八
九
二
年
に
は
一
高
人
の
死
者
を
出
し
た
!
!
と
た
び
重
な
る
飢

(却〉

〈
幻
〉

僅
と
を
経
験
し
た
。
棉
花
栽
培
地
の
無
秩
序
な
抜
大
が
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の
食
糧
自
給
を
不
可
能
に
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ

-7-

れ
ら
の
飢
僅
は
人
魚
的
な
災
害
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
祉
曾
不
安
の
中
に
あ

っ
て
、
ミ
ン
テ
ベ
の
聖
者
の
存
在
は

フ
ヱ
ル
ガ
ナ
の
ム

ス
リ
ム
に
と
っ
て
重
要
な
一
意
一
味
を
も
っ
た
に
違
い
な
い
。

(

勾

)

し
た
数
多
く
の
奇
蹟
〈
E
S
E
g
)
語
に
よ
っ
て
さ
ら
に
肥
大
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
(
ロ
〈
H
4

・

zv

そ
し
て
、

こ
の
聖
者
l

マ
フ
デ
ィ

l
像
は
、
彼
の
ハ
リ
l
フ
ァ
や
ム
り
l
ド
が
創
作

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
確
立
さ
れ
た
マ
ダ
リ
l
の
名
撃
と
地
位
と
の
高
さ
は
、
次
の
諸
事
貫
か
ら
↓
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま

ず
、
ミ
ン
テ
ベ
に
建
設
さ
れ
た
ハ

l
ン
カ
l
複
合
佳
に
注
目
し
よ
う
。
こ
の
複
合
瞳
は
、
マ
ダ
リ
l
の
モ
ス
ク
を
粂
ね
た
ハ

l
ン
ヵ
ー
を
中
心

(幻〉

に
、
高
さ
ニ

0
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
ミ
ナ
レ
ッ
ト
と
複
数
の
客
舎

(
E
o
r
gロ
τ
忌

¥Etτ
ロ
芯
お
よ
び
養
生
所
|
食
堂
、
二
五
O
名
の
生
徒
が

全
部
で
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
る
慶
大
な
敷
地
を
占
め
て
い

拳
ぶ
皐
校
(
ヨ
卸
r
s
r〉
、
五
百
頭
の
馬
を
牧
容
す
る
厩
(旦
官
ロ
臨
)
と
か
ら
な
り
、

た
(
ロ
〈

u

ア
申
l
i
s
-
H
N
・
5
1
5〉
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ム
リ
1
ド
の
浄
財
と
献
努
力
奉
仕
と
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
、

(

U

A

)

 

は
「
イ
シ
ャ

l
ン
郷
」
明

w
g
r
w
と
も
呼
ば
れ
た
。

ハ
l
ン
カ
l
複
合
艦
の

一
帯

595 

フ
ェ
ル
ガ
ナ
南
東
部
の
田
園
地
帯
に
出
現
し
た
こ

の
複
合
艦
の
偉
容
は
、

イ
シ
ャ

l
ン
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の
構
成
の
程
を
明
縫
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

5
-
S
Ew-

】

m
F
H
回O
』

0
2
z
o
p
〕
百
℃
白
田

==hr)十
名
と
数
人
の

長
老
が
作
成
し
た

夕
、
シ
ク
一詰
(
ベ

ル
シ
ア
語
〉
の
合
意
書
で
あ
る
。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
コ
二
二
年
サ

フ
ァ
ル
月
、
す
な
わ
ち
一

八
九
四
年
八
月
に
フ
ナ
ル
ガ
ナ
東
部
の
郡
長
(
ヨ
ロ
m
z
r
¥

そ
の
内
容
は

ほ
ぼ
衣
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

一
部
の

ム
ス
リ
ム
は
過
度
の
放
漫
と
完
全
な
無
知
と
の
故
に
、
同
胞
の
遺
棄
公
営
士

E
E帥

a

忠
)、

宗
数
的
な
義
務
と
命
令
、
ス
ン
ナ
の
不
履
行
〈

E
土
色
刷
f
F
F『印可一也
C

〈

副

主

同

時

巴

臼

E
E
)
の
如
く
不
法
な
行
局
、
そ
し
て
飲
酒
、
女
性
の

全
智
全
能
の
紳
に
は
明
ら
か
な
如
く

不
道
徳
、
バ
ザ
l
ル
に
お
け
る
不
正
の
横
行
の
如
き
忌
む
べ
き
行
痛
を
犯
し
て
い
る
。
そ
こ
で
我
々
は
善
き
行
震
の
数
示
(曲
目
工
ヨ
号
口
『
)

と
悪
し
き
行
信
用
の
抑
止

(
E
r
r
E
E
E円)、
そ
し
て
信
徒
の
義
務
の
判
定
の
た
め
に

冨
ロ
グ
回
目
ヨ
包

ω与
可

叩

D
D
の
息
子
ム

ッ
ラ

l
・

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
1
・
ハ
リ
I
フ
ァ
師
に
善
き
行
震
の
数
示
と
悪
し
き
行
痛
の
抑
止
の
権
限
、
シ
ャ
リ
l
ア
の
定
め
る
所
に
従

っ
て
遠

- 8 ー

反
者
に
懲
罰
を
下
す
権
限
を
委
任
す
る
(
ロ
〈

一
区
一
戸
〉

υ
E
3。

こ
の
合
意
書
は

フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
イ
ス
ラ
ム
社
舎
の
腐
敗
と
堕
落
と
を
告
設
し
、
そ
の
浄
化
の
任
を
マ
ダ
リ
l
に
委
託
し
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
合
意
は
た
ん
な
る
紙
上
の
契
約
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
マ
ダ
リ
1
の
数
圏
の

特
徴
を
な
す
ラ
イ
l
ス

(『曲
J

同
日
イ
ス
ラ
ム
の
慣
行
・
儀
穫
の
監
督
官
〉
職
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

マ
ダ
リ
!
の
数
園
は
、
導
師
と
し
て
の
マ
ダ
リ
ー
を
頂
貼
と
し
、
以
下
彼
を
補
佐
し
、

各
地
で
そ
の
代
行
に
あ
た
る
数
名
の

ハ
リ
l
フ
ァ
、

宗
教
上
の
規
律
の
監
督
に
あ
た
る
複
数
の
ラ
イ

I
ス、

そ
し
て
二
蔦
人
と
も
い
わ
れ
る
多
数
の
ム
リ
l
ド

(
U
〈
ゐ
〉
か
ら
構
成
さ
れ
た
ピ
ラ

、
ッ
ド
型
の
構
造
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

マ
ダ
リ
l
は

ム
リ
l
ド
に
絶
射
的
な
服
従
を
強
い
る
こ
と
は
せ
ず
、
進
物
や
寄
進
の
強
制
も
な

さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
(
ド
リ
ン
ス
キ
l
少
絡
は
マ
ダ
リ
ー
の
こ
の
面
で
の
清
廉
さ
を
特
記
し
て
い
る
)
。

唯
一

重
視
さ
れ
た
の
は
イ
ス
ラ
ム
の
法
と
慣

行
、
倫
理
的
な
規
律
の
遵
守
で
あ
り
、
そ
の
監
督
に
あ
た
っ
た
の
が
ラ
イ

1
ス
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
l
ス
の
任
命
は
一
八
九
五
年
に
始
ま
り
、
彼

ら
は
シ
ャ
リ
l
ア
に
違
反
し
た
者
を
慮
罰
す
る
た
め
に
、

イ
シ
ャ

l
ン
か
ら
下
賜
さ
れ
た
鞭

2
腎
品
〉
を
捕
行
し
た
〈
穴
〉

HHa)。
こ
の
ラ



(

お

)

イ
l
ス
に
関
す
る
コ
ロ
リ
コ
フ
中
将
穴
O
苦
言
問
自
の
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。

「
我
ら
の
権
力
に
並
行
し
て
イ
シ
ャ

l
ン
の
選
任
者
が
権
力

を
行
使
し
た
」
(
穴
〉
u

H

念
〉
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
二
重
権
力
の
存
在
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

鯨
令

(
3
2
2
E
R
E
s
-
m担
保
)
|

|
大
佐
・

中
佐
ク
ラ
ス
の
陸
軍
軍
人
1

1
1に
直
接
任
命
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
の
郡
長
お
よ
び
カ
I
デ
ィ

ー
で
あ
り
、
彼
ら
は
懸
令
の
巌
重
な
統
制
の
下
に
行

ロ
シ
ア
統
治
の
開
始
以
来
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
地
方
行
政
の
貫
質
的
な
携
い
手
は、

政
権
と
司
法
権
と
を
行
使
し
た
。
初
代
総
督
カ
ウ
フ
マ
ン
穴
・
コ
・
@
。
出
回
〈
ミ
e
F
S
Z
(在
任

一
八
六
七
|
一
八
八
二
〉

が
創
設
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
郡
長
や
カ
l
デ
ィ

l
の
周
漫
に
親
ロ
シ
ア
的
な
ム
ス
リ
ム

・
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、

一
八
八
六
年

に
制
定
さ
れ
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
統
治
法
は
、
郡
長
お
よ
び
カ
l
デ
ィ

l
の
任
命
制
を
選
挙
制
に
改
め
、
ま
た
在
来
の
カ

I
デ
ィ

1
に
取
っ
て
替

っ
た
民
間
判
事
官
岳

ohE酔
門
司
字
国
〉
に
射
し
て
贋
汎
な
権
限
を
付
輿
し
た
。
統
治
法
の
目
的
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
線
督
の
専
権
を
抑
制
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
が
、
賞
情
に
合
わ
な
い
選
奉
制
の
導
入
は
、
選
撃
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
不
正
の
横
行
と
職
権
の
濫
用
と
を
許
し
、
と
く
に
司
法
行
政

(お
〉

に
著
し
い
混
凱
と
腐
敗
と
を
も
た
ら
し
た
。

マ
ダ
リ
ー
が
告
護
し
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
黙
で
あ
っ
た
。
蜂
起
の
撤
文
に
は
次
の
よ
う
な

一
簡
が

- 9ー

み
ら
れ
る
。

異
数
徒
は
我
ら
の
内
の
投
猪
な
る
者
た
ち
と
と
も
に
、
我
々
が
衰
弱
の
際
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
我
々
を
搾
取
し
誘
惑

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
忌
わ
し
い
悪
魔
の
誘
惑
と
異
教
徒
の
策
動
と
の
故
に
、
も
は
や
我
ら
の
聞
に
公
正
に
し
て
買
牧
さ
れ
ざ
る
カ
1
デ

(

幻

〉

ィ
ー
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
マ
ダ
リ
l
の
告
設
の
正
嘗
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
〈
同
〉

H
5
3
は
重
要
で
あ
る
。

〈お〉

権
力
に
劃
す
る
ム
ス
リ
ム
民
衆
の
プ
ロ
テ
ス
ト
が
績
設
す
る
中
で
、

コ
ロ
リ
コ
フ
中
将
す
ら
、

腐
敗
し
た
地
方
公

マ
ダ
リ
l
の
告
裂
は
多
く
の
ム
ス
リ
ム
の
共
感
を
か
ち
得
た
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
ラ
イ
l
ス
の
任
命
は
、
不
正
な
公
権
力
の
明
快
な
否
定
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

一
八
九

0
年
代
の
中
頃
、

イ
シ
ャ
l
ン
・マ
ダ
リ
l
は
、
ミ
ン
テ
ベ
の
「
イ
シ
ャ

l
ン
郷
」
を
本
接
地
と
し
て
二
蔦
に
及
ぶ
ム
リ
ー
ド
を
従

597 

ぇ
、
公
擢
力
と
並
行
し
て
濁
自
の
権
力
を
行
使
し
つ
つ
、
地
方
官
の
内
部
に
も
謄
然
た
る
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
彼
は
名
賓
と
も
に
地
域
社
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舎
の
統
率
者
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

キ
ル
ギ
ス
と
イ
シ

ャ
l

ン

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
は

一
八
九

0
年
代
の
中
頃
か
ら
ム
ス
リ
ム
の
聞
に
ロ

シ
ア
に
劃
す
る
反
抗
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
様
を
き
わ
め
て

(

却

)

ロ
シ
ア
l
原
住
民
間
学
校
守
吉
宗
0
・4
u
g
z同
国

巨

R
o
b
己
の
開
設
、
ワ

ク
フ
財
産
へ

の
干
渉
、
金
曜
日
の

具
鐙
的
に
描
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

集
園
瞳
奔
に
お
け
る
ロ
シ
ア
皇
帝
名
の
讃
請
、
コ
l
ラ
ン
の
改
鼠
|
|
「
異
教
徒
」

の
語
の
削
除
|
|
、

そ
し
て
官
憲
の
横
暴
は
都
市
民
の
中

に
ロ
シ
ア
統
治
に
謝
す
る
不
信
と
反
感
と
を
呼
び
起
こ
し

一
方
、
フ
ェ

ル
ガ
ナ
盆
地
周
溢
の
河
谷
や
高
原
で
は
、

父
租
俸
来
の
牧
草
地
の
園

有
地
化
に
よ
っ
て
重
い
税
負
捨
を
強
い
ら
れ
、

さ
ら
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
入
植
者
リ
ム
ジ
l
ク

B
E
F八
5
員
冨
宍
の
出
現
に
よ
っ

て

そ
の
牧
畜
経
営
を
脅
か
さ
れ
て

い
た
キ
ル
ギ
ス
が
、

ロ
シ
ア
に
劃
す
る
敵
憶
心
を
露
に
し
つ

つ
あ

っ
た

(
O
〈

E
l
N
3。
以
下
蜂
起
集
囲
の

-10ー

主
力
を
な
し
た
キ
ル
ギ
ス
の
動
向
を
中
心
に
、
蜂
起
に
至
る
過
程
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

フ
ェ
ル
ガ
ナ
東
部
の
山
岳
地
域
|
|
南
部
キ
ル
ギ
ジ
ア
|
|
に
展
開
す
る
遊
牧
キ
ル
ギ
ス
は
、

す
で
に
コ

l
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園
の
時
代
か
ら

フ
ェ
ル
カ
ナ
盆
地
の
政
治
権
力
に
と

っ
て
は
制
御
し
が
た
い
存
在
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
か
ら
東
ト
ル

キ
ス
タ

ン
に
遁
じ
る
一
商
業
路
の

安
全
確
保
を
目
ざ
し
た
コ

l
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園
は
、

一
八
二

O
l一一
一0
年
代
に
遊
牧
キ
ル
ギ
ス
の
大
部
分
を
服
属
さ
せ
た
が
、

コ
l
カ
ン
ド
1

ハ

の
度
重
な
る
反
飽
を
招
い
た
。

ン
の
苛
酷
な
牧
奪
と
軍
役
賦
課
、
そ
し
て

フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
に
お
け
る
農
耕
地
の
機
大
に
併
う
山
麓
の
牧
草
地
の
喪
失
は
、
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民

中
で
も
プ
ラ
ト
l

ハ
ン
句
己
主
宮
ロ
(
一
八
四
四
0
・

一八
七
六
)
に
率
い
ら
れ
た

一
八
七
五
1

七
六
年
の
反
範

(

ぬ

)

コ
l
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園
の
事
買
上
の
崩
壊
を
導
い
た
。

フ
占
ル
ガ
ナ
東
部
の
ウ
ズ
ベ
ク
定
住
民
を
も
巻
き
込
み
、

こ
の
と
者
¥

(

引

)

ミ
ン
テ
ベ
を
含
む
ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ
ン
一
帯
は
戦
場
と
北
し
た
。

反
観
集

tま園
は
コ

l
カ
ン
ド
1

ハ
ン
園
の
併
合
を
決
意
し
た

ロ
シ
ア
軍
と
戦
い
、

」
の
戦

凱
の
記
憶
は
、
お
そ
ら
く
一
八
九
八
年
嘗
時
に
お
い
て
も
消
え
去

っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
ム
ッ
ラ
1
・
ジ
ヤ
ウ
ッ
デ
ィ
ン

冨
E
-
Z
N
q
E
E
5
ら
プ
ラ
ト
l

ハ
ン
の
側
近
の
何
名
か
は
、

そ
の
二

O
数
年
後
再
び

「
反
凱
者
」
マ
ダ
リ
1
の
側
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る



〈同ハ〉日

Emw〉
。
さ
て
、

ロ
シ
ア
統
治
下
に
お
い
て
も
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
と
定
住
化
の
進
展
の
中
で
増
大
し
た
キ
ル
ギ
ス
貧
農
と
は
、

愁
訴
、
抗

租カ「
ナ

州

特
別
警
戒
A、
Tl 

カL
施
干丁
さ
れ
る

因そ
とし
な-c
eつr、=
た32壇
。)干T

し震
かを

し j
返
し

逃
散
、

官
公
吏
へ
の
抗
議
行
動
、

彼
ら
の
プ

ロ
テ
ス
ト
は

一
八
九
二

l
一
九

O
六
年
の
聞
フ
ェ
ル

一
八
九

0
年
代
以
降
の
キ
ル
ギ
ス
の
プ
ロ
テ
ス

ト
の
昂
揚
は
、

こ
の
時
期

に
始
ま
っ
た
ム
ジ
l
ク
の
流
入
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
へ
の
槌
民
活
動
は
、
中
央
ロ
シ
ア
に
お
け
る
人
口

l
農
業
問
題
を
解
決
し
、
同
時
に
新
征
服
地
に
お
け
る
支
配
の
足
場
を
強
化

す
る
た
め
に
、
す
で
に
一
八
四
七
年
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
人
口
調
密
な
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
の
卒
野
部
に
入
植
の
絵
地
は
な
く
、

現
地
雷
局
が
政
治
的
な
判
断
か
ら
入
植
者
の
浸
透
を
抑
制
し
た
結
果
、

フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
に
成
立
し
た
最
初
の
入
植
地
は
、

フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
へ
の
入
植
は
他
地
域
に
比
べ
る
と
か
な
り
遅
れ
た
。

ミ

l
ル
山
麓
の
立
地
僚
件
に
恵
ま
れ
た
集
落
に
は
、

オ
シ
ュ
懸
の
ポ
ク
ロ
ア
ス
キ
ー
コ
0
2
v
O
国
内
居
忌
集
落
〈
一
八
九
三
年
)
で
あ
る
。

(
お
)

や
が
て
キ
ル
ギ
ス
を
傭
い
入
れ
て
農
業
経
営
を
行
な
う
者
も
現
れ
た
。
こ
れ
に
績
い
て
ナ

こ
の
パ

マ
ン
ガ
ン
懸

Q
2
2
2忌
集
落
、

(

川

品

)

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
を
園
む
山
麓
地
帯
に
位
置
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
山
麓
地
帯
こ
そ
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
の
多

(

お

〉

の
牧
草
地
あ
る
い
は
貧
窮
の
キ
ル
ギ
ス
牧
畜
民
が
求
め
た
定
住
の
地
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
植
民
地
雷
局
に
よ
る
土
地
の
牧
用
は
、
キ
ル
ギ
ス

一
八
九
七
年
〉
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
鯨

(
Z
E
R
O
包
g
n
R
S
集
落
な
ど
、

一
八
九
七
年
|
)
で
も
入
植
地
が
建
設

-11ー

に
と
っ
て
ま
さ
に
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
時
る
べ
き
故
郷
を
も
た
な
い
中
部
ロ
シ
ア
か
ら
の
移
住
農
民
の
中
に
は
、
植

民
地
嘗
局
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
、
勝
手
に
入
植
村
を
建
設
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
八
九

0
年
代
の
は
じ
め
、

無
届

入
植
者
(
門
白
星
O
回

o
h
r手
目
)
た
ち
は
ケ
ト
メ
シ
テ
ベ
お
よ
び
ク
カ
ル
ト
河
谷
に
流
入
し
、

(

お

〉

成
事
実
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
の
牧
奪
を
伴
う
入
植
活
動
の
進
展
が
現
地
住
民
の
極
度
の
不
満
、

キ
ル
ギ
ス
の
土
地
を
占
援
し
て
こ
こ
に
入
植
村
の
既

ひ
い
て
は
反
範
を
誘
設
し
か
ね

な
い
こ
と
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
穂
督
府
も
憂
慮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
で
に
一
八
九

一
年
に
は
ト
ル
キ
ス

タ
ン
入
植
者
の
武
装
化
に
闘
す
る

(

幻

)

(

叩

叫

)

法
令
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
七
年
総
督
府
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
全
域
に
劃
し
て
ロ
シ
ア
農
民
の
入
植
を
禁
止
し
た
(
一
九
O
六
年
ま
で
)。

(
鈎
)

キ
ル
ギ
ス
と
ロ
シ
ア
人
入
植
者
と
の
聞
に
鋭
い
緊
張
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

599 

一
八
九

0
年
代
、
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次
に
キ
ル
ギ
ス
と
イ
シ
ャ

l
ン

・マ

ダ
リ
!
と
の
開
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ァ、
ブ
ラ
ム
ゾ
ン

の
・
玄

〉。
-um
言
ω
o
z
ら
の
研
究
に
よ

れ
』主

遊
牧
キ
ル
ギ
ス
の
イ
ス
ラ
ム
化
は

一
七
世
紀
後
半
に
始
ま
り

そ
の
浸
透
度
は
コ

l
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園
と
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
南
部

キ
ル
ギ
ジ
ア
に
お

い
て
よ
り
高
か

っ
た
。
若
干
の
部
族
は
タ
フ

テ
ィ
ス

レ
イ
マ

ン
な
ど
の
聖
地
へ
の
巡
躍
も
行
な

っ
た
。
し
か
し
、

彼
ら
の
イ

ス
ラ
ム
は
、

キ
ル
ギ
ス
固
有
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
祖
先
崇
奔
の
停
統
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
と
に
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
影
響
が
額
著
で

あ
っ
た
。
南
部
キ
ル
ギ
ジ
ア
に
ス

l
フ
イ
ズ
ム
を
弘
布
し
た
の
は
、
オ
シ
ュ
お
よ
び
カ
シ
ュ
ガ
ル
方
面
の
ナ
ク
シ

ュ
バ
ン
デ

ィ
l
系
の
イ
シ
ャ

ー
ン
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
は
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
か
ら
根
気
強
く
ム
リ
l
ド
を
徴
募
し
、

各
地
の
ム
リ

l
ド
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
は
大
量
の
家

(
川
叫

)

畜
を
準
物
と
し
て
受
領
し
て
い
た
。
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
に
射
す
る

マ
ダ
リ
!
の
布
教
も
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
ら
の

「
前
任
者
」
た
ち
の
活
動
を

縫
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
マ
ダ
リ
l
に
劃
す
る
キ
ル
ギ
ス
の
崇
敬
は
絶
大
で
あ
っ
た
。

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ
ン
周
漫
の
キ
ル

- 12ー

ギ
ス
は
家
を
あ
げ
て
子
供
に
至
る
ま
で
皆
マ
ダ
リ
l
の
ム
リ

l
ド
と
な
り
、

日
毎
に
準
物
を
イ
シ
ャ

l
ン
に
届
け
て
い
た
と
い
い
、

ま
た
キ
ル

ギ
ス
の
老
人
た
ち
は

「
聖
な
る
糸
」
|
|
マ
ダ
リ

l
自
身
が
作

っ
た
紡
錘
を
用
い
て
紡
が
れ
た
糸
||
で
織
ら
れ
た
外
衣
を
棺
の
被
い
あ
る

レ
は
経
惟
子
と
し
て
使
う
よ
う
遺
言
し
た
と
い
う

(
U〈
・
叶・

3
0
マ
ダ
リ

l
と
キ
ル
ギ
ス
と
の
固
い
紳
は
、

ロ
シ
ア
側
史
料
か
ら
も
確
認
さ

れ
る
。

一
八
九
七
年
四
月
一
五
日
ア

ッ
サ
ケ
警
察
管
匿
補
佐
官
チ
ヤ
ニ
シ
ェ
フ
ぷ

E
E』
』
自
が
マ
ル
ギ
ラ

ン
鯨
令
に
逢
っ
た
報
告
は、

ーマ
Jf 

リ
ー
は
全
山
岳
地
帯
の
キ
ル
ギ
ス
を
服
属
さ
せ、

ム
リ

l
ド
の
数
は
一
高
名
を
越
え
る
こ
と
、

そ
し

嘗て
局 ム
のリ
警 l

戒ど
を Z
.'"巳ρ

l- 誠
て ，心
し、 t主
る き
のわ
でめ
あ(て
る色強

固
で
あ
る
が
故
に

イ
シ
ャ

l
ン
の
命
令
が
下
れ
ば

一
日
で
全
員
が
集
合
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
、

(
O
〈

g
l
H3
。

一
八
九
六
年
、

ケ
ト
メ
ン
テ
ベ
、

ク
カ
ル
ト
方
面
の
キ
ル
ギ
ス
の
首
長
た
ち
は
ク
カ
ル
ト
に
曾
し
、

ロ
シ
ア
人
入
植
者
の
脅
威
を
イ
シ
ャ

l

ン
に
訴
え
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
の
協
議
に
は
北
部
キ
ル
ギ
ジ
ア
に
属
す
る
ト
ク
マ
ク
吋

2
5
2
の
有
力
者
も
参
加
し
て
い
た
が
、
こ
の

事
費
は
マ
ダ
リ
!
の
影
響
力
が
遠
く
セ
ミ
レ
チ

エ

の
2-s-U2r巾
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

(
月
内
〉
一

Ha)。
こ
の
決
議
を



停
え
る
た
め
に
二
五
名
の
代
表
が
ミ
ン
テ
ベ
を
訪
れ
、

(

必

)

許
可
」
(
官

s
a僻
岡
宮
島
同
〉
を
イ
シ
ャ

l
ン
に
求
め
た
。
こ
れ
に
糾
問
し
て
、

「キ
ル
ギ
ス
を
素
見
守
2
臥
『
悼
と
曲
目
)
し
た
ム
ジ
l
ク
」
を
騒
逐
す
る
た
め
の
「
聖
戦
の

蜂
起
の
用
意
が
整
う
ま
で
待
機
す
る
よ
う
命
令
を
下
し
た

(
O〈

H
N
3。

マ
ダ
リ
l
は
聖
戦
の
時
期
尚
早
を
説
き
、
都
市
民
を
も
含
ん
だ
一

斉

翌
年
同
地
方
の
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
は

再
び
聖
戦
の
た
め
の
協
議
集
舎

を
聞
き
、
主
催
者
の
元
郡
長
と
カ

1
デ
ィ

l
補
佐
官
と
は
マ
ダ
リ
l
の
出
席
を
要
請
し
た
。
死
者
の
追
悼
を
偽
装
し
た
こ
の
集
合
同
に
は
千
名
以

上
の
キ
ル
ギ
ス
が
参
加
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
彼
ら
は
次
の
三
黙
を
決
議
し
た
。

ハ
円
異
数
徒
と
の
戦
い
に
あ
た
り
、

一
人
を
カ
リ
フ
に
任
命
し
な
け
れ
ば
、
死
者
と
殉
数
者

(
E
V
5、
殺
人
者
と
聖
戦
士

Q
S
C
と
を
区
別

イ
シ
ャ

l
ン
・
マ
ダ
リ
ー
を
預
言
者
の
カ
リ

フ
に
推
戴
す
る
。

∞
イ
シ
ャ

l
ン
l

マ
ダ
リ
l
は
カ
リ
フ
と
し
て
シ
ャ
リ
l
ア
の
解
韓
と
遁
用
と
に
あ
た
り
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
シ
ャ
リ
1
ア
か
ら
の
逸
脱
行

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
、

篤
を
慮
断
す
る
た
め
に
各
地
に
ラ
イ
I
ス
を
汲
遣
す
る
。

白
直
ち
に
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
〈
呂
ロ
ヰ
ニ
母
国
ま
〉
に
秘
密
の
回
肢
を
迭
り
、

イ
シ
ャ

l
ン
か
ら
の
開
戦
の
指
示
に
備
え
、
臨
戦
瞳
制
を

。。

整
え
さ
せ
る
(
匂
〈
日
以
|
包
〉
。

マ
ダ
リ
ー
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
諸
都
市
|
|
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
・
オ
シ
ュ
・

マ
ル
ギ
ラ
ン
・
ナ
マ

ン
ガ
ン

Z
E阿
部
ロ
包
ロ
|
|
の
有

(

必

)

力
者
に
協
力
と
連
帯
と
を
呼
び
か
け
る
秘
密
の
書
献
を
書
き
迭
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
彼
が
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
大
商
人
マ
フ
ム
l
ド
・
ア
リ
l
・

(

必

)

バ
イ
冨
白
r自
己
門
日
〉
ロ
回
国
司
と
交
し
た
往
復
書
簡
は
ア
タ
ベ
ク
オ
グ
り
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
集
舎
の
後
、

そ
の
大
意
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

[
往
信
]
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
現
紋
は
ま
さ
に
世
界
の
終
末
(
陣
E
Z
S
B
E
)
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
不
和
と
好
計
と
が
は
び
こ
り
、

イ
ス

ラ
ム
祉
舎
の
浄
化
は
我
々
の
義
務
で
あ
り
、
神
は
卑
小
の
私
に
聖
戦
の
許
可
を

下
さ
れ
ま
し
た
。
聖
戦
の
機
舎
が
よ
う
や
く
訪
れ
た
今
、

座
制
か
ら
の
解
放
に
壷
力
し
、
聖
戦
の
戦
士
を
支
援
す
る
こ
と
は
我
々
に
と
っ

ム
ス
リ
ム
は
異
数
徒
の
暴
政
の
も
と
に
あ
り
ま
す
。

て
必
須
の
義
務
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
来
た
る
一
五
日
、
拙
宅
に
お
越
し
の
上
、
協
議
に
加
わ
ら
れ
ん
こ
と
を
:
:
:
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[
返
信
]
御
趣
旨
は
了
解
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

愚
見
に
よ
れ
ば
、

ロ
シ
ア
皇
帝
の
如
く
強
大
な
君
主
に
戦
い
を
挑
む
に
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は
、
我
々
の
力
は
甚
し
く
弱
小
で
あ
り
、
結
果
は
自
明
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
近
年
の
敏
道
線
の
開
通
は
軍
隊
の
移
動
を

容
易
に
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
都
市
の
ウ
ズ
ベ

ク

(
E
Eユ肺門

O
N
r
o
r
z
『〉、

山
岳
の
キ
ル
ギ
ス
〈
Z
E
R
O
-円E
N
-
-呂
志
芯
円
)、
そ
し

て
お
そ
ら
く
ト

ル
キ
ス
タ
ン
l

ム
ス
リ
ム
の
誰
一
人
と
し
て
ロ
シ
ア
の
藍
政
を
甘
受
す
る
者
は
お
り
ま
す
ま
い
。

し
か
し

我
々
が
武
器

に
も
資
金
に
も
事
依
い
て
い
る
こ
と
は
事
賓
で
あ
り
ま
す
。

事
の
結
果
を
御
推
量
の
上、

宜
し
く
再
考
さ
れ
ま
す
こ
と
を
請
い
願
い
た
く

(ロ〈

ω
O
U
H
)

。

寅、

マ
ダ
リ
l
の
指
定
し
た
協
議
の
席
に
ウ
ズ
ベ
ク
の
著
名
人
土
は
姿
を
見
せ
な
か

っ
た。

「
都
市
の
ウ
ズ
ベ

ク
」
が
抱
い
て
い
た
共
通
の
見
解
を
代
詩
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事

マ
ダ
リ
1
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
都
市
の
住
民

マ
フ
ム

l
ド
・
ア
リ

l
・
パ
イ
の
慎
重
論
は
、

は
ツ
ア
l
リ
の
迫
害
を
恐
れ
、
行
動
に
出
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
(
ロ
〈
ゐ
3
0

ミ
ン
テ
ベ
に
参
集
し
た
キ
ル
ギ
ス
と
少
数
の
ウ
ズ
ベ
ク
の
代
表
は
、
蜂
起
の
決
行
を
一
年
後
に
延
期
し
、
こ

の
聞
に
支
援
の
嬢
大
を
は
か
る

こ
と
を
期
し
て
誓
約
を
交
し
た

F
Z
E
-
-ロ
円
〉
(
ロ
〈
・
ω
N
)
。
こ
の
よ
う
に
、
蜂
起
の
準
備
過
程
を
通
し
て
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
は
終
始
主
戦
論
を

自
国
乙
こ
:
、

p
占
八
手
I

、刀

一
八
九
三
年
、

カ
ザ
ン
タ
タ
l
ル
の
青
年
作

- 14ー

そ
れ
は
ロ
シ
ア
人
入
植
者
が
も
た
ら
し
た
深
刻
な
脅
威
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

家
ピ
ギ
エ
フ
宮
口

}
g
g
g包
N
白

E
門
田
笠
宮
〈
(
一
八
七
O
l
一九
O
二
)
は
、

中
央
ア
ジ
ア
按
行
の
途
次
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
寄
り
、
中
央
ア
ジ

ア
事
情
に
精
通
し
た
タ
タ
l
ル
の
著
名
な
大
一
商
人
フ
サ
イ
ノ
フ
〉

E
己
哲
三
国

5
a口
。
〈
(

ー
一
九
O
一
一)
の
客
人
と
な
っ
た
。

」
の
と

き

フ
サ
イ
ノ
フ
は
ビ
ギ
エ
フ
に
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
住
民
は

ロ
シ
ア
統
治
を
好
一
意
的
に
受
け
と
め
て
は
い
る
が
、

ロ
シ
ア
軍
政
官
・

官
吏
の

一
部
の
振
舞
い
や
ム

ス
リ
ム

に
閲
す
る
若
干
の
法
令
に
は
容
赦
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
人
入
植
者
の
流
入
は
ト

ル
キ
ス
タ
ン
!ム

ス
リ
ム
に
と
っ

(

必

〉

て
耐
え
が
た
い
重
塵
で
あ
り
、
こ
れ
は
近
い
将
来
反
蹴
を
誘
裂
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
。
フ
サ
イ
ノ
フ
の
珠
見
は
ま
さ
に
正
鵠
を
得
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

蜂
起
の
立
案
に
あ
た
り
、

マ
ダ
リ
ー
が
遊
牧
キ
ル
ギ
ス
の

軍
事
力
に
多
大
の
期
待
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

し
台、



し
、
彼
の
供
述
か
ら
は
、

彼
は
同
時
に
オ
ス
マ
ン
一
帝
園
の
ス
ル
タ
ン
に
も
支
援
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

供
述
に
よ
れ
ば
、
彼
は

「
ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
惨
憎
た
る
現
朕
」

1
l
'
コ
l
カ
ン
ド
l

ハ
ン
園
の
末
期
か
ら
顛
在
化
し
た
ム
ス
リ
ム
の
精
神
・
習
俗
の
荒
蔵
、
不

法
行
震

の
横
行
は
ロ
シ
ア
統
治
下
に
あ
っ
て
さ
ら
に
助
長
さ
れ
、

か
つ
イ
ス
ラ
ム

の
慣
行
が
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
て
い
る
現
朕
ー
ー
ーを
オ

ス
マ

ン
一
帝
園
の
ス
ル
タ
ン
、
全
ム
ス
リ
ム
の
カ
リ
フ
に
奉
上
し
て
そ
の
数
示
を
仰
ぎ
(
一
八
九
七
年
)
、

翌
年
一
月
ス
ル
タ
ン
か
ら
の
返
書
と
名
血管
の

長
衣
と
を
拝
領
し
た
(
穴
〉

ι怠
l
E
3
0
こ
の
返
書
は
、
彼
を
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
カ
リ
フ
の
代
理
者
に
任
命
し
(
穴
〉

-
H
2)、
ト

ル
キ

(

M
叩

)

ス
タ
ン
の
ム
ス
リ
ム
を
シ
ャ
リ
l
ア
の
遵
守
に
導
く
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
返
書
を
押
牧
し
た
ロ
シ
ア
嘗
局
は
、
そ
れ
が
偽
造

文
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
(
穴
〉
一

E
N
)

マ
ダ
リ
l
自
身
は
そ
れ
が
員
正
の
教
書
で
あ
る
こ
と
を
最
後
ま

で
信
じ
て
い
た
ら
し
い

(同内〉口同吋〔})。

オ
ス
マ
ン
一
帝
園
に
劃
す
る
マ
ダ
リ
!
の
期
待
は
、

彼
が
ミ
ン
テ
ベ
の
皐
校
に
拳
ぶ
二
五

O
名
の
生
徒
を
持
来
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に

留
拳
さ
せ
る
こ
と
を
計
重
し
て
い
た
と
い
う
チ
ヤ
ニ
シ
ェ
フ
報
告
(
ロ
〈

L
3
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

白

-
a
F
E
冨
岡
『
∞
包
5

0
削
巳
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。

彼
は
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
出
身
で
あ

っ
た
が
、

若
く
し
て
巡
躍
に
赴
き
、
そ
の
後
イ
ス

15ー

と
こ
ろ
で
、

ロ
シ
ア
側
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

マ
ダ
リ
l
に
こ
の

「
教
書
」
を
手
渡
し
た
の
は
ア
ブ
ド
ウ
ル
ジ
ャ
リ
l
ル
出
と
旨
メ
ーゲ仏

タ
ン
。フ
ル
に
渡

っ
て

「
ス
ル
タ
ン
l

ア
ユ

ブ
l

ア
ン
サ
ル
地
匿
の
シ
ェ
イ
プ
・
モ
ガ
メ
ド
の
カ
ラ
ン
ダ
ル
・
ハ
ネ
」
に
滞
在
し
て
い
た

と
い
う

(町内〉

ι
s
v
こ
の
修
道
場
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル

の
エ
ユ
ッ
プ

H
W
1
J
》
地
匿
に
貧
在
し
た
カ
シ
ュ
ガ
ル
・
テ

ッ
ケ

烈
怠
阿
国
円
、
同
，
m
r
r
g
F
の
こ
と

(
U
)
 

で
あ
ろ
う
。
同
時
期
の
テ

ッ
ケ
長
は

叩
3
7
富市
r
g包
で
あ
っ
た
。

さ
て

ア
プ
ド
ヮ
ル
ジ
ャ
リ
l
ル
は
、

一
八
九
五
l
九
六
年
の
多
と

八
九
七
l
九
八
年
の
多
と
の
二
度
に
わ
た
り
、

イ
ス
タ
ン
プ

ル
と
カ
シ
ュ
ガ
ル
・

フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
と
の
聞
を
往
復
し
て
い
る

(
穴
〉

H
H
Sー

ス
ル
タ
ン
l

ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト

二
世
口
・
〉
ゲ
円
E
F回
目
正
(
在
位
一
八
七
六
l
一九
O
九
)
の
時
代
に
彼
の
エ

1
ジ
占

ン
ト
が
中
央
ア
ジ

H
J可
(
)
〉
。

H
白

ω
)
。

ア
方
面
に
お
い
て
パ
ン
l
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
地
下
宣
俸
を
行
な

っ
て
い
た
こ
と
は
、

ア
ブ
ド
ヲ
ル
ジ
ャ
リ
1
ル
が
こ
う
し
た
宣
停
工
作
に
関
わ

っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ

ロ
シ
ア
嘗
局
も
か
な
り
よ
く
察
知
し
て
い
た
(
同
〉

H
H
Sー

ド
リ
ン
ス
キ
l
少
将
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

603 

り
え
る
(
田
内
〉

H
H
8
)。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

ス
ル
タ
ン
の
精
神
的
な
支
援
を
確
信
し
た
マ
ダ
リ
1
は、

一
八
九
八
年
二
月
以
降
、
聖
戦
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の
本
格
的
な
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。

コ
l
カ
ン
ド
の
富
裕
な
ム
ス
リ
ム
の
も
と
に
は
聖
戦
の
た
め
の
資
金
の
供
出
を
求
め
る
匿
名
の

手
紙
、
そ
し
て
東
部
山
岳
地
方
の
キ
ル
ギ
ス
に
は

一
九

O
通
の
機
文
が
迭
付
さ
れ
た
(
民
干

同誌
〉。

蜂
起
を
開
近
に
控
え
た
こ
ろ
、

ム
シ

l
ク
に
傭
わ
れ
て
い
た
キ
ル
ギ
ス
の
貧
農
は
自
ら
雇
傭
関
係
を
断
ち
、
貸
借
関
係
す
ら
も
清
算
し
て
鞍

レ
に
備
え

一
方
キ
ル
ギ
ス
の
異
援
に
反
凱
を
議
感
し
た
ム
ジ

l
ク
は
入
植
地
の
防
備
を
固
め
た
と
い
う

(
巴
〈

u
uωlω
品)。

し
か
し

フ
ェ

ル
ガ
ナ
州
首
局
は
フ

ェ
ル
ガ
ナ
全
域
に
お
い
て
数
年
前
か
ら
準
備
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
ム
ス
リ
ム
の
反
散
を
、
そ
の
前
日
に
至
る
ま
で
つ

い
に
察

知
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
八
九
七
年
五
月
チ
ヤ
ニ

シ
ェ
フ
報
告
に
基
い
て
ミ

ン
テ
ベ
に
波
遣
さ
れ
た
特
別
調
査
囲
も
、

マ
ダ
リ
l
の

手
厚
い
接
待
と
賄
賂
以
外
に
得
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
(
巴
〈
ら
ご
。

ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ
ン
蜂
起
の
後

ト
ル
キ
ス

タ
ン
総
督
府
の
行
政
が
痛
烈

な
批
判
を
浴
び
た
の
は
嘗
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

一
九

O
八

年

|
一
九

O
九
年
に
ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
行
政
機
構
を
詳
細
に
査
察
し
た
パ
レ
ン

伯
爵
穴
・

穴
・
コ

g
g
(一
八
六
一
ll

一
九
二
三
)
は
、
軍
政
官
の
怠
慢
を
克
明
に
描
く
と
と
も
に
、
ミ
ン
テ
ベ
一
園
の
治
安
維
持
に
責
任
を
負
う

(

川

崎

)

ベ
き
ア
ッ
サ
ケ
警
察
管
匡
長
エ
ニ
ケ

l
エ
フ
大
尉
の
開
Z
S
宍
兄
∞
が
イ
シ
ャ

l
ン
l

マ
ダ
リ

l
の
ム
リ
!
ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し

よ
り
重
要
な
貼
は

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ム
ス
リ
ム
は
|
|
ム
ス
リ
ム

出
身
の
官
公
吏
を
含
め
|
|
反
飢
計
董
を
事
前
に
知
り
な
が

- 16ー

ら
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
こ
れ
を
官
憲
に
通
報
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
貫
で
あ
ろ
う
。
蜂
起
の
夜
、

(ω) 

で
は
ム
ス
リ
ム
が
参
集
し
て
事
の
成
功
を
祈
っ
て
い
た
と
い
う
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の

モ
ス

ク

蜂

起

前

夜

一
八
九
八
年
五
月
半
ば
過
ぎ
、
ち
ょ
う
ど
巡
躍
者
の
波
が
フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
街
道
を
賑
わ
し
て
い
た
こ
ろ
、

ク
カ
ル
ト
河
谷
の
キ
ル
ギ
ス
は
大

規
模
な
全
検
集
舎
を
聞
き
、
聖
戦
の
決
行
を
期
し
て
二
百
名
の
先
遣
隊
を
ミ
ン
テ
ベ

の
マ
ダ
リ
ー
の
も
と
へ
逸
っ

た
。
彼
ら
は
約
束
の
日
が
訪

れ
た
こ
と
を
イ
シ

ャ
l
ン
に
告
げ
、

聖
戦
の
英
断
を
求
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

イ
シ
ャ

l
ン
は
か
ね
て
か
ら
連
絡
を
と
っ
て
い
た
キ
ル
ギ
ス

の
族
長
(
』
自
国
主
同

E
E
Zる
お

よ

び

ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
市
の
有
力
者
た
ち
に
、

一
週
間
後
の
敵
起
に
備
え
る
よ
う
指
令
し
た
書
献
を
迭
つ



た
。
ミ

ン
テ
ベ
の
ハ
l
ン
カ
I
は
各
方
面
か
ら
参
集
し
た
ム

ス
リ
ム

で
脹
れ
上
が
り
、
蜂
起
の
前
日
そ
の
数
は
五
百
名
を
越
え
た
。
ア
ン

J

ア
ィ

指
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
指
示
を
受
け
る
と
、

ジ
ャ
ン
市
内
で
も
蜂
起
の
準
備
は
進
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
ク
カ
ル
ト
の
キ
ル
ギ
ス
に
使
者
を
迭
り
、

蜂
起
嘗
日
の
合
流
時
刻
と
場
所
と
を

ク
カ
ル
ト

の
キ
ル
ギ
ス
は
つ
い
に
行
動
を
開
始
し
た
。
彼
ら
は
ま
ず
ク
カ
ル
ト
方
面
の
ム
ジ

ー
ク
を
一
掃
し
、
そ
の
後
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

ン
に
向
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た

(
U〈
一
宮
|
ω
♂。

露
暦
五
月
一
七
日
の
夕
刻
、
キ
ル
ギ
ス
の
行
動
開
始
の
知
ら
せ
が
届
く
と
、
ミ

ン
テ
ベ
の
ハ

1
ン
カ
l
は
極
度
の
興
奮
に
包
ま
れ
た
。
こ
の

と
き
の
模
様
を
ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

知
ら
せ
が
届
く
と
ハ

I
ン
カ
I
に
集
ま

っ
て
い
た
五
百
人
ほ
ど
の
人
々
は
ど
よ
め
き
、

イ
シ
ャ
l
ン
を
連
れ
出
し
て
白
い

フ
ェ
ル
ト
の
上

く
な
っ
た
。
俄
に
、

に
乗
せ
、
持
ち
上
げ
て
「
神
は
偉
大
な
り
」
と
瞬
聾
を
上
げ
た
。

や
が
て
人
々
の
興
奮
は
高
ま
り
、
も
は
や
こ
れ
を
鎮
め
る
手
だ
て
は
な

(

印

)

ス
l
フ
ィ
ー
た
ち
は
イ
シ
ャ
l
ン
を
ド
ゥ
ル
ド
ゥ
ル
ロ
巳
仏
己
と
い
う
名
の
葦
毛
の
馬
に
無
理
矢
理
乗
馬
さ
せ
、

ノ、

- 17ー

ー
ン
カ
ー
を
巡
っ
て
ジ
ク
ル
l

セ
マ
ー
を
行
な
っ
た
。

、
ン
テ
ベ
に
お
け
る
狂
凱
は
昂
揚
し
、

す
べ

て
の
男
女
が
通
り
に
出
て
、

「
イ・シ

ャ
l
ン
は
ハ
l
ン
位
に
昇
ら
れ
た
」
と
口
々
に
叫
ん
だ
。

時
は
晩
の
祈
躍
の
刻
と
な

っ
た
。
人
々
は
一

貫
に
そ
れ
ぞ
れ
手
に
入
る
物
を
つ

か
み
、
あ
る
い
は
小
万
、
あ
る
い
は
根
棒
、
あ
る
い
は
拳
銃
、

何
名
か
は
小
銃
と
、

要
す
る
に
皆
手
あ
た
り
次
第
に
武
器
を
取
り
、

お
よ

そ
六
百
人
ほ
ど
の
人
々
が
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
に
向
っ
て
出
裂
し
た
。
ミ
ン
テ
ベ
の
住
民
と
ハ

l
ン
カ

!
の
人
々
は
悦
惚
と
し
て
立
ち
す
く

(

日

〉

ん
で
い
た

と
こ
の
具
瞳
的
な
記
述
は
、
蜂
起
参
加
者
の
意
識
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
輿
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず、

イ
シ
ャ

さ
ら
に
無
理
に
乗
馬
さ
せ
た
上
で
ハ

l
ン
位
へ
の
即
位
を
宣
し
た
と
い
う
行
震
は
、
ま
さ

(
臼
〉

に
突
厭
以
来
の
俸
統
に
則
っ
た
ハ

l
ン
の
即
位
儀
躍
と
い
え
る
。
こ
の
俸
統
が
中
央
ア
ジ
ア

の
ト
ル
コ
系
諸
民
族
の
聞
で
長
く
踏
襲
さ
れ
て
き

(

臼

)

一
七
・
一
九
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
事
例
が
こ
れ
を
誼
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
も
確

ー
ン
を
白
い
フ
ナ
ル
ト
の
上
に
乗
せ
て
持
ち
上
げ
、

605 

た
こ
と
は
、
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認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば

前
述
の
プ
ラ
ト
人

ン
の
反
凱
の
際
、

宮
巳
}
曲
目
白
Z
G
(H
プ
ラ
ト
l

ハ
ン
)
を
支
持
す
る
キ
ル
ギ
ス
や

(
臼
)

コ
l
カ
ン
ド
の
ハ
ン
に
代
る
べ
き
新
し
い
ハ

ン
の
即
位
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

キ
プ
チ
ャ
ク
は
、
彼
を
白
レ
フ
ェ

ル
ト
の
上
に
乗
せ
、

の
反
飢
を
身
を
も

っ
て
陸
験
し
た
は
ず
の
フ

ェ
ル
ガ
ナ
東
部
の
ム
ス

リ
ム
が
、

そ
の
二
二
年
後
に
再
び
同

一
の
即
位
儀
躍
を
奉
行
し
た
事
寅
は

注
目
に
値
す
る
。
ア
ン
デ
ィ
ジ

ャ
ン
蜂
起
前
夜
の
即
位
儀
膿
は

古
来
の
儀
躍
を
た
ん
に
形
式
的
に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
く

。フ
ラ
ト
l

ハ

ン
の
場
合
と
同
様
、

イ
シ
ャ
1

ン
l

マ
ダ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
新
し
レ
政
治
権
力
の
樹
立
を
宣
言
す
る
行
震
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
即
位
は
そ
の
必
然
的
な
開
結
で
あ

っ
た
と
も
い
え
る
。

マ
ダ
リ
ー
が
す
で
に
三
年
前
か
ら
公
権
力
に
並
行
し
て
濁
自
の
司
法
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
聖
戦
を
前
に
し
て
の
彼

し
か
し
、
蜂
起
者
た
ち
が
聖
戦
の
後
に

い
か
な
る
園
家
像
を
想
定
し
て
い
た
の
か
、

(
日
)

の
如
く
公
正
な
イ
シ
ャ
l
ン
の
統
治
す

そ
れ
は

そ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

る
一寸

コ

カ
ン

ド

ン

園
」ー

で
あ
て〉

た

かあ
も る
しい
れは
な(第
い56二
。)代

カ
リ
フ

ウ
ー才

ノレ

在
位

四

四
四

現
在
我
々
に
知
り
え
る
の
は
、

彼
ら
が
事
の
一
切
を
イ
シ
ャ

l
ン
に
託
し
て
い
た

次
に
、

こ
の
集
舎
で
行
な
わ
れ
た
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
儀
艦
ジ
ク
ル
l

セ
マ

l
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う。

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
の
記
述
か
ら
判

18ー

と
い
う
事
買
の
み
で
あ
る
。

断
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
ジ
ク
ル
は
ジ

ャ
フ
リ
l
ヤ

(
3
rロ
ヨ
ー白
)
の
ジ
ク
ル
、

す
な
わ
ち
大
聾
や
激
し
い
身
障
の
動
き
を
伴
う
ジ
ク
ル
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

」
う
し
た
ジ
ク
ル
を
行
な
う
の
は
、

一
般
に
カ

l
デ
イ
リ
ー
数
回

。
包

E
ミ
白

や
カ
ラ
ン
ダ
ル
数
回
。
同
一
吉
仏
印
ロ
ヨ
回

の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。
し
か
し
、

マ
ダ
リ
!
の
廃
し
た
数
回
は
ナ
ク
シ

ム
マ
ハ
ン
デ

ィ
ー
敬
園
で
あ
り
、
こ
の
数
園
の
特
色
の
一
つ
は
静
座
し
て

(

日

)

い
わ
ゆ
る
フ

フ
ィ

l
ヤ

(σロ
酌
ヨ
白
)
の
ジ
ク
ル
に
あ
っ

た
。

マ
ダ
リ
ー
が
日
頃
ム
リ
l
ド
と
共
に

精
神
の
集
中
に
努
め
る
内
密
の
ジ
ク
ル
、

行
な
っ
て
い
た
の
は
、

こ
の
フ

フ
ィ

l
ヤ
の
ジ
ク
ル
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

(町
内
〉
一
口
δ
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば、

蜂
起
前
夜
の
ジ
ャ
ブ
リ

ー
ヤ
の
ジ
ク

ル
は

マ
ダ
リ
!
と
そ
の
数
回
に
と

っ
て
は
常
な
ら
ぬ
ジ
ク
ル

で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
こ

の
ジ
ク
ル
の
非
日

常
性
は
一
位
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
ア
ン
デ

ィ
ジ
ャ

ン
蜂
起
の
時
節
で
あ
る
。
決
行
日
の
露
暦
一

八
九
八
年
五
月
一
八
日
は
、
ヒ
ジ

品
ラ
太
陰
暦
の

一
三



一
六
年
ム
ハ

γ

ラ
ム

〈
冨
ロ
官
H
E
B〉
月
九
日
、

つ
ま
り
ア
シ
ュ
ラ
l
(
〉

E
Z八
メ
∞
r
o円
削
〉
の
前
日
に
あ
た
る
。

そ
し
て
、

一
日
の
始
ま

り
を
日
涯
に
お
く
ム
ス
リ
ム
の
暦
法
か
ら
す
れ
ば
、
夕
刻
に
聞
か
れ
た
問
題
の
集
舎
は
、
ア
シ
ュ
ラ
l
の
前
日
の
開
始
時
に
あ
た
る
こ
と
に
な

周
知
の
よ
う
に
第
四
代
カ
リ
フ
・
ア
リ

1
の
二
子
ア
サ
イ
ン
伺
ロ
g
u
B
が
カ
ル
バ
ラ
l

同
R
Z
Z
W
に
お
け
る
ウ

マ

る。

ア
シ
ュ
ラ
l
は
、

イ
ヤ
朝
軍
と
の
戟
い
で
戦
死
し
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
六
一
年
の
ム
ハ
ッ

ラ
ム
月
十
日
を
-
意
味
し
、
毎
年
ム
ハ

ッ
ラ
ム
月
の
最
初
の
十
日
間
、

シ

1
ア

涯
ム
ス
リ
ム
は
ア
サ
イ
ン

H
第
三
代
イ
マ

l
ム
の
殉
敬
を
悼
む
哀
悼
祭
を
行
な
う
。
ア
シ
ュ
ラ
1
の
祭
瞳
は
一
般
に

シ
l
ア
涯
固
有
の
儀
瞳
と

さ
れ
、

一
方
中
央
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
は
大
多
数
が
ス
ン
ナ
涯
に
属
す
る
。

し
か
し
、

ソ
連
邦
の
民
族
誌
皐
者
は
、
こ
の
祭
瞳
が
中
央
ア
ジ
ア

の
ス
ン
ナ
涯
ム
ス
リ
ム
の
聞
で
も
贋
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。

ス
l
ハ
レ
ワ

0
・
〉
・
凸
可
同
白
日
出
回
目
に
よ
れ
ば
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
、

ブ

ハ
ラ
お
よ
び
フ
ェ
ル
ガ
ナ
河
谷
で
は
ハ
サ
ン
司

2
8

〈
ア
リ
i
の
長
子
〉
と
ア
サ
イ
ン
の
殉
数
を
悼
ん
で
毎
年
ア
シ

ム
ラ
l
の
祭
躍
が
催
さ
れ
た。

祭
嘩
は
追
悼
の
詩
句
の
讃
諦
と
ジ
ク
ル
、
共
食
と

か
ら
な
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
女
性
お
よ
び
カ
ラ
ン
ダ
ル
数
圏
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
，
-
J

-

J

、

ナ
d

ナ
'
yし

「
正
統
涯
の
聖
職
者
」
は
こ

- 19一

の
祭
躍
と
一
切
の
関
わ
り
を
も
た
な
か

っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
ア
シ
ュ
ラ

I
の
祭
瞳
は
中
央
ア
ジ
ア
濁
特
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

た
と

え
ば
、

シ
l
ア
涯
の
ア
シ
ュ
ラ
l
に
ハ
サ

ン
は
登
場
し
な
い
が
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は

ハ
サ
ン
と
ア
サ
イ
ン
と
は
同

一
の
日
に
生
命
を
絶
た
れ
た

讐
生
の
殉
数
者
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
シ
ュ
ラ
l
祭
躍
の
濁
自
性
の
由
来
を
、

ス
l
ハ
レ

ワ
ら
は
前
イ
ス
ラ
ム
信

仰
、
と
く
に
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
化
・
イ
ス
ラ
ム
化
以
前
に
み
ら
れ
た
イ
ラ
ン
的
な
民
間
信
仰
|

|
隻
生
の
紳
霊
や
夫
逝
し
た
英
雄
に
封
す

る
信
仰
1

1

に
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
十
分
に
あ
り
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
問
)

な
か
っ
た
貼
は
、
こ
の
祭
躍
の
「
異
端
的
」
な
起
源
を
示
控
し
て
い
る
。

「
正
統
振
の
聖
職
者
」
が
ア
シ
ュ
ラ
l
の
祭
障
と
関
係
を
も
た

こ
の
ア
シ
ュ
ラ
I
の
祭
撞
と
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
前
夜
の
集
禽
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、

前
述
の
常
な
ら
ぬ
ジ
ク
ル
の
問
題
は

自
ず
か
ら
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

露
暦
五
月
一
七
日
の
夕
刻
ミ

ン
テ
ベ
の
ハ
l
ン
カ
l
に
参
集
し
た
人
々
は
、

そ
こ
で
ア

シ
ュ
ラ
l
の
祭

607 

躍
を
暴
行
し
た
に
違
い
な
い
。

ジ
ャ
フ
リ
l
ヤ
の
ジ
ク
ル
と
女
性
の
集
曾
参
加
と
は
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
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注
目
す
べ
き
は
、

ア
シ
ュ
ラ
l
の
祭
躍
の

モ
チ
ー
フ
と
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
に
お
け
る
聖
戦
意
識
と
の
符
合
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

P
A

、
ッ

J
4

ノ

「
イ
マ

l
ム
l

ハ
サ
ン
と
イ
マ
l
ム
ー
ア
サ
イ
ン
と
の
殉
数
」

(
回
)

(
ω
E
Z
E
Z
H
B山口
凶
司
S
E
w
-
B印
ヨ
司

5
aロ
)
と
題
す
る
詩
句
を
誼
請
し
な
が
ら
町
や
村
を
巡
っ
た
。

凹
ゲ
岳
山
仏
三
は
、

「
殉
数
」

そ
し
て

ラ
ム
月
の
最
初
の
十
日
間
、
遁
歴

・
遊
行
の
ス
1
フ
ィ
l
た
る
カ
ラ
ン
ダ
ル
は
、

「
信
仰
告
白
」
日
「
信
者
の
誼
明
」
主
意
味
す
る
が
、
こ
の
ア
シ

ュ
ラ
1
祭
嘩
の
モ
チ
ー
フ
は、

蜂
起
の
数
週
間
前
に
作
成
さ
れ
た

(穴〉
U
H

お
)

聖
戦
の
誓
約
文
の
中
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
の
誓
約
文
は
、
紳
と
ア
ダ
ム
、
預
言
者
ム
ハ
ン

マ
ド
へ
の
賛
辞
、
そ
し
て

コ
l
ラ
ン
第
九
章
七
三
節
「
預
言
者
よ
、
不
信
者
と
に
せ
信
者
に
封
し
奮
闘

・
努
力
し
、

か
れ
ら
に
き
び
し
く
封
庭
せ
よ
」

の
引
用
の
後
、
ほ

ぼ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

汲
言
者
の
後
爾
と
敬
友
た
ち
、
と
り
わ
け
四
人
の
カ
リ
フ
に
限
り
な
き
稿
え
あ
れ
。
彼
ら
は
紳
と
預
言
者
と
の
た
め
に
生
命
と
財
産
と
を

聖
戦
の
道
に
捧
げ
、

「
我
ら
に
な
ら
え
」
と
、
小
心
な
る
者
た
ち
を
導
く
べ
く
、
ム
ス
リ
ム
の
義
務
を
書
物
に
記
し
、

究
え
と
な
し
て
遺

- 20ー

さ
れ
た
り
。
今
日
我
ら
の
な
す
べ
き
は
、
我
ら
神
の
僕
に
し
て
預
言
者
の
信
徒
な
り
と
言
明
す
る
こ
と
な
り
。
我
ら
は
第

一
に
神
、
第
二

に
預
言
者
の
た
め
に
、
一
仰
の
命
じ
ら
れ
た
義
務
を
全
う
し
、
預
言
者
の
ス
ン
ナ
と
シ
ャ
リ
l
ア
と
を
質
現
し
、
神
の
僕
、
預
言
者
の
忠
貫

な
る
信
徒
と
し
て
、
第
一
に
聖
戦
士
、
第
二
に
殉
数
者
の
高
位
な
る
傍
に
眠
る
こ
と
こ
そ
我
ら
が
本
懐
と
定
め
、
献
身
の
決
意
を
示
す
ベ

く
、
下
に
印
を
つ
き
た
り
。
紳
と
預
言
者
と
の
た
め
に
カ
リ
フ
と
誓
約
を
交
し
、
我
ら
の
中
に
聖
な
る

コ
l
ラ
ン
を
置
い
て
誓
約
の
書
を

(
印
)

認
め
た
り
。
自
今
以
後
、
悪
魔
の
敬
唆
と
小
心
と
の
ゆ
え
に
誓
約
を
違
え
る
こ
と
あ
れ
ば
、
背
数
者
と
な
り
て
地
獄
に
ぞ
堕
ち
る
ベ
し

と
相官
約
文
に
み
ら
れ
る
決
意一
、

す
な
わ
ち
「
紳
の
僕
」
、

「
預
言
者
の
信
徒
」
の
讃
と
し
て
の
参
戦
と
殉
数
の
健
悟
と
は

ま
さ
し
く
ア
シ

み

ろ
う
。

ラ
ー
の
祭
躍
の
モ
チ
ー
フ
に
他
な
ら
な
い
。
蜂
起
の
決
行
日
は
、
お
そ
ら
く
意
国
的
に
ア
シ
ュ
ラ
l
の
祭
曜
に
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ

ア
シ
ュ
ラ
!
の
祭
躍
は
、
蜂
起
H
聖
戦
の
意
志
を
集
固
と
し
て
再
確
認
す
る
に
は
最
適
の
儀
躍
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
パ
レ

ン
は
そ

の
回
想
録
に
、

イ
シ
ャ
l
ン
l

マ
ダ
リ
l
は
彼
の
モ
ス
ク
に
お
け
る
熱
狂
的
な
集
舎
の
後
、

狂
信
に
か
ら
れ
て

聖
戦
を
宣
言
し
た
、

と
書
レ



(
m
m
)
 

て
い
る
。

た
し
か
に
熱
狂
的
な
集
舎
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、

意
国
的
に
設
定
さ
れ
た
儀
躍
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う

か
。
彼
ら
は
、
古
代
ト
ル
コ
民
族
以
来
の
即
位
儀
躍
と
中
央
ア
ジ
ア
濁
自
の
ア
シ
品
ラ
1
祭
曜
と
を
両
な
が
ら
貫
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
イ

ス
ラ
ム
の
聖
戦
の
決
意
表
明
を
行
な

っ
た
の
で
あ
る
。
誓
約
文
の
文
面
は
、
正
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
の
論
理
を
き
わ
め
て
率
直
に
表
現
し
て
い
る

が
、
蜂
起
前
夜
の
集
舎
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
の
重
層
性
・
複
合
性
を
明
瞭
に
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
集
舎
の
熱
狂
が
集
園
的

な
決
一
意
一
の
表
明
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
文
化
複
合
と
し
て
の
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス

ラ
ム
の
中
に
蜂
起
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
源
を
見
出
す
こ
と
は

不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
し
て
、

こ
の
土
俗
的
と
も
い
え
る
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
の
鐙
現
者
こ
そ
、

イ
シ
ャ
l
ン
l

マ
ダ
リ
ー
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

(

位

〉

五
月
一
七
日
午
後
八
時
頃
、

蜂
起
集
圏
は

ミ
ン
テ
ベ
を
出
費
し
た
。
彼
ら
は

マ
ダ
リ
l
の
作
成
し
た
護
符
を
身
に

つ
け
、

大
部
分
は
騎
馬
で

あ
っ
た
。

マ
ダ
リ
1
指
揮
下
の
集
圏
は
、

通
過
す
る
村
々
か
ら
績
々
と
参
加
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
農
民
、
さ
ら
に
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

ン
の
マ
フ

ム
l

- 21ー

ド
・
ア
リ
l
・

バ
イ
が
組
織
し
た
一
五

O
名
の
市
民
パ
ル
チ
ザ
ン
を
合
わ
せ
て
、

最
終
的
に
は
お
よ
そ
二
千
名
の
武
装
集
圏
と
な
っ
た
。
途

中
、
彼
ら
は
電
信
線
を
切
断
し
、

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蘇
令
宛
の
急
報
を
操
行
し
た
惇
令
を
殺
害
し
た
。
約
三
五
キ
ロ
の
行
程
を
ロ
シ
ア
側
に
察

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
新
市
街
|
|
人
口
六
一
三

人
の
ロ
シ
ア
人
地
匿
|
|
に
都
接
す
る
兵
替
を

知
さ
れ
る
こ
と
な
く
前
進
し
た
蜂
起
集
圏
が
、

急
襲
し
た
の
は
一
八
日
午
前
三
時
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
(
穴
〉

ι怠
|
H
8
1
こ
の
と
き
兵
営
に
は
一
六
三
名
の
下
士
官

・
兵
が
分
宿
し
て
い
た

が
、
不
一
意一
を
つ
か
れ
た
ロ
シ
ア
軍
は
、
二
二
名
の
死
者
と
一
六
名
の
負
傷
者
と
を
出
し
た
。
し
か
し
、
態
勢
を
立
て
直
し
た
ロ

シ
ア
軍
の
火
力

は
反
凱
軍
を
匪
倒
し
、

お
よ
そ
一
五
分
の
戦
闘
で
反
範
軍
を
撃
退
し
た
宗
〉

L
N由
l
gN・
5
3
0
こ
の
戦
闘
の
中
で
陣
頭
に
あ
っ
て
コ

I
ラ
ン

く
し
て
、

を
讃
請
し
て
い
た
ム
ッ
ラ
l

・
ジ
ヤ
ウ

ッ
デ
ィ
ン
は
戦
死
し
た

(穴
〉
一

E
3。
蜂
起
計
霊
で
は
、
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
の
兵
営
攻
撃
と
時
を
同
じ

オ
シ
占
・
ナ
マ

ン
ガ
ン

・
マ
ル
ギ
ラ
ン
の
各
市
に
射
し
て
も
攻
撃
が
敢
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り、

609 

リ
ー
フ
ア
や
郡
長
が
そ
の
指
揮
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

マ
ダ
リ
l
の
信
任
厚
い
ハ

(
臼
)

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
以
外
で
は
態
勢
の
不
備
あ
る
い
は
地
方
官
の
密
告
の



610 

(
臼
〉

た
め
に
、
蜂
起
は
い
ず
れ
も
未
遂
に
終
っ
た

(穴〉

-H印
N
l
H
E)。

5
H1
5
30
 そ

の
結
果
、

マ
ダ
リ
l
以
下
五
四
六
名
が
逮
捕
さ
れ

反
徒
お
よ
び
智
助
者
の
追
跡

・
逮
捕
を
行
な

っ
た

(穴
〉
・

(
的
)

こ
の
う
ち
四
一
五
名
が
野
戦
軍
法
禽
議
に
か
け
ら
れ
た
。

マ
ダ
リ
l
に

蜂
起
の
直
後
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ン
寧
嘗
局
は
大
規
模
な
掃
討
作
戦
を
展
開
し
、

射
す
る
審
聞
は
峻
烈
を
き
わ
め
た
が
、
彼
は
、
蜂
起
の
要
因
は
ム
ジ

I
ク
に
よ
る
キ
ル
ギ
ス
の
土
地
の
牧
奪
と
ロ
シ
ア
統
治
が
イ
ス
ラ
ム
社
曾

(

M
m

)

 

最
後
ま
で
蜂
起
の
正
首
性
を
撤
回
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

(
ロ
〈
ふ
3
0

に
も
た
ら
し
た
害
悪
と
に
あ
る
こ
と
を
陳
述
し、

一
八
九
八

年
六
月
一
一
一
日

マ
ダ
リ
!
と
五
名
の
首
謀
者
は
、
強
制
的
に
集
め
ら
れ
た
一
高
人
の
ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ
ン
市
民
の
前
で
公
開
慮
刑
に
庭
せ
ら
れ

た
(
月
内
〉
口

H
b)。
こ
の
絞
首
刑
の
模
僕
に
関
す
る
ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
の
描
寓
は
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る

(ロ
〈

・
2
1
8
)。
お
そ
ら
く
彼
は
こ

の
群
衆
の
中
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

マ
ダ
リ
l
の
遺
践
は
一
人
の
参
列
者
も
な
く
粗
末
に
埋
葬
さ
れ
、
そ
の
墓
に
は
遺
健
の
搬
出
を
防
止
す
る

た
め
に
警
備
兵
が
立
て
ら
れ
た

(
ロ
〈
斗
O
)

。

中
央
ア
ジ
ア

に
お
い
て
、

(

目
別

)

奔
の
封
象
と
な
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
っ
た
が
、

著
名
な
イ
シ

ャ
I
ン
の
墓
は
マ
ザ
l
ル
と
し
て
ム
ス
リ
ム
民
衆
の
参

- 22ー

マ
ダ
リ
l
の
場
合
そ
の
マ
ザ
l
ル
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
タ
ベ
ク
オ
グ
リ
は

フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
ム

ス
リ
ム
に
射
す
る
ト
ル
キ
ス
タ
ン
軍
首
局
の
報
復
と
懲
罰
、
そ
し
て
威
匪
の
苛
烈
さ
を
活
寓
し
て

い
る
が
(
巴
〈

一
也
|念)、

多
数
の
反
凱
者
を
出
し
た
ミ
ン
テ
ベ
は
そ
の
主
要
な
目
標
と
な
っ
た
。

村
と

「
イ
シ
ャ

l
ン
郷
」
と
は
略
奪
と
砲

撃
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
住
民
は
強
制
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
(
ロ
〈
・
叶
HI
E
-
穴
〉

・ロ∞

5
3。
そ
し
て
、

一
八
九
九
年
こ
こ
に
は

百
戸
の
ム
ジ

l
ク
が
入
植
し
て
「
ロ
シ

ア
村
」

℃同

R
E
mw円
2
0
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
ウ
ズ
ベ
ク
名
マ
ル
ハ
マ
ト
冨
管
}阿
国
自即時同

は
、
ム
ジ

一
九

O
九
年
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ

ン
を
訪
れ
た
パ
レ
ン
は
、
こ
こ

(
伺
)

に
不
在
地
主
化
し
た
ム
ジ

l
ク
と
小
作
人
と
し
て
蹄
郷
し
た
奮
ミ
ン
テ
ベ
住
民
と
を
見
出
し
て
い
る
。

ー
ク
に
射
す
る
ロ
シ
ア
皇
帝
の
「
恩
寵
」
主
意
味
す
る
と
い
う

(U
〈
ふ
-
∞
3
。

お

オっ

り

ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
活
動
し
た
ロ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
研
究
者
オ
ス
ト
ロ
ウ
モ
フ

Z
・
コ
・
。

2勺
O
〕
言
。
∞
(
一
八
四
六
|
一
九
三

O
〉
は
、

「
ト
ル
キ



(

的

)

ス
タ
ン
地
方
に
お
い
て
イ
シ
ャ
l
ン
の
参
加
し
な
い
民
衆
蜂
起
の
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
民
衆
蜂
起
の
中

に
あ
っ
て
、

ロ
シ
ア
軍
を
直
接
の
攻
撃
目
標
に
定
め
、

ム
ス
リ
ム
の
政
治
権
力
の
樹
立
を
目
ざ
し
た
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
は
、
も
っ
と
も
念

進
的
な
運
動
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
急
進
性
の
要
因
を
考
え
る
上
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
貼
は
、

そ
の
聖
戦
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
あ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ム
祉
禽
の
浄
化
と
ム
ジ
l
ク
の
騒
逐
と
を
目
標
に
掲
げ
た
聖
戦
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
同
時
代
の
フ
ェ
ル
ガ
ナ
社
舎
に
お

い
て
十
分
な
正
首
性
と
有
数
性
と
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
そ
れ
は
ム
ス
リ
ム
民
衆
の
祉
舎
的
。
フ
ロ

テ
ス
ト
を
直
接
に
反
映
し

て
い
た
と
も
い
え
る
。
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

マ
ダ
リ
l
の
も
と
に
成
立
し
た
数
圏
組
織
で
あ
る
。
彼
の
数
圏
は
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の

多
様
な
住
民
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漂
泊
の
無
産
者
か
ら
貧
農
、
遊
牧
民
そ
し
て
都
市
の
名
士
ま
で
を
包
掻
し
た
贋
汎
な
組
織
で
あ
り
、
そ

の
組
織
と
蜂
起
と
は
明
ら
か
に
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
イ
シ
ヤ
ニ
ズ
ム
の
浸
透
力
の
強
さ
を
如
貫
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

支
ど
り
に
、

擢
力
機
構
の
一
部
を
も
輩
食
し
た
マ
ダ
リ
l
の
数
園

筆
者
は
前
稿
で
都
市
(
タ
シ
品
ケ
ン
ト
)
の
イ
シ
ャ

I
ン
の
貫
態
を
検
討
し
た
際
、
イ
シ
ャ

l
ン
が
そ
の
本
領
を
護
揮
し
た
の
は
、
む
し
ろ
農

(

初

)

(

礼

)

村
や
遊
牧
民
の
地
域
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
地
域
社
舎
の
統
率
者
と
し
て
の
マ
ダ
リ
l
に
み
ら
れ
る
「
ス
テ
ッ
プ
の
イ
シ
ャ

l
ン
」
の
力
量

は
、
た
し
か
に
「
都
市
の
イ
シ
ャ
l
ン
」
の
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
力
量
の
相
違
を
考
え
る
上
で
、
イ
シ
ャ
ニ
ズ

- 23一

ム
の
土
俗
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
土
俗
的
、
非
イ
ス
ラ
ム
的
要
素
を
豊
富
に
取
り
込
ん
だ
イ
シ
ヤ
ニ
ズ
ム
は
、
こ
う
し
た
要
素
を

濃
厚
に
保
持
し
て
い
た
農
民
や
遊
牧
民
、
と
り
わ
け
後
者
の
聞
に
お
い
て
よ
り
贋
汎
か
つ
強
力
な
基
盤
を
も
ち
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ン
l

マ
ダ
リ
!
と
キ
ル
ギ
ス
遊
牧
民
と
の
関
係
は
そ
の
典
型
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
シ
ャ

l

し
か
し

マ
ダ
1
リ
l
の
イ
シ
ヤ
ニ
ズ
ム
は

一
方
で
土
俗
的
な
様
相
を
星
し
つ

つ
も
、

他
方
で
は
シ
ャ
リ
l
ア
と
ス
ン
ナ
と
の
遵
守
に
示

さ
れ
る
と
お
り
、
正
統
主
義
の
立
場
を
徹
底
し
て
主
張
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
土
俗
性
と
正
統
主
義
と
の
共
存
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ

奇
妙
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
蜂
起
前
夜
の
集
舎
は
、
こ
う
し
た
二
分
法
が
主
韓
の
側
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
誼
明
し
て
い
る
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。

イ
シ
ャ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
土
俗
性
・
土
着
性
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
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タ
フ
テ
ィ
ス
レ
イ
マ
ン
は
、
そ
の
自
然
美
と
メ
ッ
カ
の
カ
1
パ
紳
殿

の
翠
石
に
た
と
え
ら
れ
る
黒
石
の
存
在
と
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
中
央

ア
ジ
ア
の
一
大
巡
雄
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
革
命
前
に
は
こ
こ
に

百
以
上
の
モ
ス
タ
が
建
て
ら
れ
、

多
数
の
イ
シ
ャ

1
ン
が
活
動
し
て
い

た
。
革
ム叩
後
は
文
化

・
厚
生
施
設
の
建
設
に
よ
っ
て
無
紳
論
宣
俸
の
徹

底
が
闘
ら
れ
た
が
、
現
在
も
参
奔
者
は
紹
え
て
い
な
い
。
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THE ANDIJAN UPRISING AND ishIn

KOMATSU Hisao

　　　

The Andiian uprising had Qirgiz nomads who had been ｅχposed to

the threat of Russian settlers as its nucleus and was under the leadership

　　

＆
of Ishan Madali who had established his position firmly as ａlocal leader

in the eastern part of Fargana in the 1880-90S. In the uprising the role

played by the local Central Asian variant of Islam was large: this showed

itself clearly in the fanatic gathering on the eve　of the uprising （Ａ.Ｈ.

1316. I. 9). Those participating in the uprising followed the tradition that

had eχisted in the area since the ancient Turks and installed Madali as

khdn, performing the 'Ashflri rites at the same time. These rites, having

their origin in the Central Asian pre-Islamic beliefs, had their distinctive

traits, but the motif of martyrdom occurring in them agrees with the

conception of ｎｈｄｄ-ｓｈｄｈｉｄ　ioundin the text of the pledge taken before

the uprising. The participants probably selected the ‘Ashura season as

the time for the uprising on purpose; Madali's missionary activities were

also related to the ｍａｚｄｒｇｔoups that had an intimate connection with

these rites. To see the Central Asian local variant of Islam (Ishanizm)

as one of the origins of the energy behind the uprising is probably not

mistaken.

ＡSTUDY ON THE FUNCTION OF RITUAL DRAMA

　

IN RECONSTRUCTING FAMILY RELATIONSHIPS

　　

IN EASTERN ZHEJIANG PROVINCE DURING

　　　　　　　　　　

THE QING PERIOD

Tanaka Issei

　　

It is ａ practice quite common in China to use ａ set of characters

known ａＳろぷ＆昭Ｚ£（輩行字）ａＳmarkers of successive generations in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


